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今
年
２
月
と
３
月
に
、
む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
（
其
田

桂
会
長
）が
主
催
す
る
「
第
１
回 

む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、

知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
も
っ
と

早
く
知
っ
て
い
れ
ば
参
加
し
た
か
っ
た
と
い
う
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
ち
ゼ
ミ
と
は

　

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
平
成
14
年
に
愛
知
県
岡
崎
市
か
ら

始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
２
３
０
以
上
の
地
域
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
の
お
店
の
方
が
ゼ
ミ
の
講
師
と
な
っ
て
、

各
商
店
の
専
門
知
識
や
特
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
無
料
（
あ
る
い
は
材

料
費
の
み
）で
行
う
こ
と
で
、
各
商
店
の
存
在
や
特
徴

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
各
商
店
と
お
客
様
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
商
店
街
や
各
商
店
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
と
商
店
街
の
活
性
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

「
三
方
良
し
」の
ま
ち
ゼ
ミ
事
業

　

近
江
商
人
が
大
切
に
し
て
い
た
、
売
り
手
良
し
・

買
い
手
良
し
・
世
間
良
し
と
い
う
「
三
方
良
し
」の
精

神
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
ゼ
ミ
事
業
は
、
ま
さ
に
、
お

店
も
お
客
様
も
、
街
も
良
く
な
る
三
方
良
し
の
事
業

で
す
。

　

お
客
様
は
、
無
料
で
知
識
が
得
ら
れ
、
普
段
悩
ん

で
い
た
こ
と
を
解
決
で
き
た
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
知

識
で
普
段
の
お
買
物
力
が
向
上
し
ま
す
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
お
店
を
開
拓
で
き
、
信
頼
で
き
る
お
店

や
楽
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

　

お
店
も
お
客
様
と
日
頃
の
営
業
で
は
で
き
な
い
よ

う
な
お
話
が
で
き
、
お
店
の
専
門
性
や
扱
っ
て
い
る

商
品
に
つ
い
て
も
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
ゼ
ミ
で
は
、
販
売
は
し
な
い
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
す
る
こ
と
も
で

き
、
お
客
様
に
役
立
つ
お
店
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

街
の
魅
力
も
高
ま
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
素
敵
な
お

店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
街
だ
と
感
じ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

む
つ
の

街
に
は
、
頼
り
に
な
る
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
む
つ
ま

ち
ゼ
ミ
」で
す
。

フェイスブック

第
１
回  

む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
に

　
　
　

の
べ
７
２
６
名
が
受
講

　

２
月
１
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
、
41
の
お
店
で
、

健
康
・
キ
レ
イ
、
知
る
・
学
ぶ
、
作
る
・
食
べ
る
の

部
門
に
分
か
れ
た
全
49
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
初

回
な
が
ら
申
し
込
み
が
多
く
、「
炊
飯
器
で
作
る
簡

単
り
ん
ご
ジ
ャ
ム
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
」や
「
は
じ
め
て

の
こ
ぎ
ん
刺
し 

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
」な
ど
の
講
座
は
、

早
々
に
定
員
に
達
し
追
加
開
催
が
決
ま
る
な
ど
、
の

べ
７
２
６
名
が
受
講
し
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
受
講
し
た
い
講
座
の
日
程
が
あ
わ
ず
、
参
加
で

き
な
く
て
残
念
だ
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
で
は
、
こ
う
し
た
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
次
回
は
さ
ら
に
内
容
の
充
実
と
お
客
様
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
た
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

受
講
者
に
大
好
評

　
　

　

受
講
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
女

性
の
参
加
者
が
82
％
と
多
く
、
ひ
と
り
で
の
参
加
が

59
％
、
友
人
と
一
緒
に
参
加
し
た
方
が
25
％
、
ま
た
、

年
代
的
に
は
50
歳
代
、
60
歳
代
が
50
％
、
30
歳
代
、

40
歳
代
が
29
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
大
満
足
・
満
足
が

95
％
と
い
う
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
外
食
や
お

出
か
け
し
た
気
分
に
な
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」

「
ち
ょ
う
ど
良
い
人
数
で
指
導
も
丁
寧
で
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
わ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
講
座
に
つ
い
て
は
、グ
ル
メ
や
料
理
、健
康
、

美
容
な
ど
へ
の
期
待
が
高
く
、
子
ど
も
連
れ
で
参
加

で
き
る
講
座
の
開
催
も
望
ま
れ
ま
し
た
。

７
月
か
ら
８
月
に
開
催
決
定

　

次
回
は
、
７
月
25
日
か
ら
8
月
28
日
ま
で
の
５
週

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
上
旬
に
は
チ
ラ
シ
が
完
成
し
、
む
つ
ま
ち
ゼ

ミ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
参
加
店
や

公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
配
布
を
始
め
ま
す
。

開
催
の
１
週
間
ほ
ど
前
に
新
聞
折
り
込
み
を
す
る
予

定
で
す
。
受
講
の
申
し
込
み
は
７
月
15
日
か
ら
で
す
。

　

参
加
店
研
修
会
は
、
５
月
16
日
・
17
日
に
開
催

し
ま
す
。
研
修
会
で
は
、
ま
ち
ゼ
ミ
発
祥
の
地
、
愛

知
県
岡
崎
市
か
ら
、
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
の
松
井
洋

一
郎
代
表
を
招
き
、
講
座
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
と
個
別
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
に
講
師
と
し
て
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
る
商
店
主
の
方
は
、
ぜ
ひ
研
修
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
参
加
店
研
修
会
日
程

〈
い
つ
〉

　

①
５
月
16
日（
月
）午
後
７
時
～
９
時

　

②
５
月
17
日（
火
）午
前
９
時
～
11
時

〈
ど
こ
で
〉

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｂ

問 

む
つ
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
事
務
局

（
市
役
所
産
業
振
興
課
内
）

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
５
３

Hhttp://m
utsuzem

i.com
/

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

Ｆhttps://w
w

w
.facebook.com

/m
utsuzem

i/

快適な視生活を送るためのポイント！
メガネのふじや  様

スマホ・インターネット通信費削減３つの秘訣
マウスーパートナー  様

タイムスリップ昭和の体験
まるかんのお店　中野商店  様

美味しいコーヒーの淹れ方
コーヒー通り21  様

冬の紫外線から目を守れ！
坪眼鏡店  様

成果報告会 お父さんは不器用じゃないぞ！身近なネジの話
明成建販  様

半襟のつけ方
後藤呉服店  様

ホームページ
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人口 60,204 人（－ 455 人）
むつ地区 47,075 人（－ 340 人）
川内地区 4,178 人 （－ 35 人）
大畑地区 7,263 人 （－ 65 人）
脇野沢地区 1,688 人 （－ 15 人）
世帯数 29,216 世帯（－ 104 世帯）

（　 ）内は前月比

市 役 所
か ら の
お 知 ら せ

iinformation

 4 月1日現在 人口・世帯数

※住民基本台帳による

▶市役所本庁舎

  ☎ 0175-22-1111

▶川内庁舎

  ☎ 0175-42-2111

▶大畑庁舎

  ☎ 0175-34-2111

▶脇野沢庁舎

  ☎ 0175-44-2111

▶お問合せメール

　Ｅ info@city.mutsu.lg.jp

▶市ホームページ

　H  http://www.city.mutsu.lg.jp

▶市公式フェイスブック
　　https://www.facebook.com/mutsu.city

市からのお知らせをお伝えしま
す。催し物などは、イベント情
報に掲載しています。

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　

商
店
街
各
店
が
む
つ
市
の
特
産
品
を
活

用
し
た
販
売
等
を
行
う
ほ
か
、
柳
町
共

進
組
に
よ
る
「
田
名
部
ま
つ
り
」の
披
露
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
首
都
圏
の
方
々

に『
む
つ
市
の
う
ま
い
！
』を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
や
ご
友

人
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
本

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

  

５
月
１
日
（
日
）午
前
10
時
～
午
後
4
時

前
日
、
４
月
30
日
（
土
）午
後
6
時
～
６

時
30
分
に
は
、
前
夜
祭
を
開
催
し
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉

東
京
都
江
東
区
亀
戸

　
「
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
」

〈
ど
ん
な
〉

◆「
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　

鏡
開
き
を
行
い
、銘
酒「
関
乃
井（
枡
酒
）」

を
振
る
舞
い
ま
す（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

◆「
む
つ
下
北
地
域
の
特
産
品
販
売
」

　

む
つ
市
・
川
内
町
・
脇
野
沢
村
３
漁
協

協
議
会
に
よ
る
特
産
品
販
売
の
ほ
か
、「
ア

ン
バ
タ
ー
」な
ど
、
む
つ
市
民
に
お
な
じ
み

の
品
を
販
売
し
ま
す
。

◆
お
楽
し
み
企
画

　

む
つ
市
の
特
産
品
や
ム
チ
ュ
ラ
ン
グ
ッ
ズ

が
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◆「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

　
「
青
森
県
無
形
民
俗
文
化
財 

田
名
部
ま

つ
り
」の
披
露
や「
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

写
真
撮
影
会
」を
行
い
ま
す
。

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
１
２

５
月
分
か
ら
大
畑
地
区

水
道
料
金
改
定（
経
過
措
置
終
了
）

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
水
道
料
金
改

定
を
行
い
、
各
地
区
で
異
な
っ
て
い
た
水

道
料
金
を
、
経
過
措
置
を
講
じ
な
が
ら
む

つ
地
区
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
４
月
で
、
大
畑
地
区
は
経

過
措
置
期
間
が
終
了
し
、
５
月
か
ら
む
つ

地
区
と
同
額
と
な
る
た
め
、
水
道
料
金
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
大
畑
地
区
の
方
に
は
、

5
月
検
針
時
に
「
水
道
料
金
早
見
表
」を

お
配
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
内
・
脇
野
沢
地
区
は
平
成

26
年
５
月
よ
り
む
つ
地
区
に
統
一
さ
れ
た

た
め
、
水
道
料
金
に
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

問 

む
つ
市
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
31

−

１
１
３
２

後
期
高
齢
者
医
療被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

◆
平
成
28
年
度
保
険
料

　

均
等
割
額
、
所
得
割
率
お
よ
び
保
険

料
の
賦
課
限
度
額
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

◆ 

保
険
料
の
決
ま
り
方（
年
額
）

　

均
等
割
額（
被
保
険
者
全
員
が
納
め
る
額
） 

　
　

＋

　

所
得
割
額（
所
得
に
応
じ
て
納
め
る
額
） 

　
　

＝

　

保
険
料
額（
限
度
額
57
万
円
）

◆
保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置
は
、

判
定
基
準
を
拡
大
し
て
引
き
続
き
実
施
さ

れ
ま
す
。

■ 

所
得
が
低
い
方
の
軽
減

・
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
の
所
得
を
合
わ
せ

た
合
計
所
得
に
応
じ
て
、
次
の
と
お

り
均
等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

・
被
保
険
者
の
基
礎
控
除
後
の
所
得
が

58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の

軽
減

・
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
国
保
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
４
４

　

 

各
庁
舎
市
民
生
活
課

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
応
援

　
　

む
つ
市
子
ど
も
夢
育
成
基
金

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
躍
を
応
援
す
る

「
む
つ
市
子
ど
も
夢
育
成
基
金
」を
設
立

し
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

〈
対
象
〉市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

（
個
人
・
団
体
い
ず
れ
も
可
）

〈
補
助
要
件
〉

　

文
化
・
芸
術
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

青
森
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
東
北
・
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
場
合

〈
補
助
内
容
〉

　

交
通
費
、
宿
泊
費
、
大
会
参
加
費
等

の
総
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

学
校
教
育
課

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
３
３

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

◆
税
務
課　

夜
間
・
休
日
窓
口
を
開
設

　

市
で
は
、
毎
月
25
日
か
ら
末
日
ま
で
を

納
税
週
間
と
し
て
、
平
日
の
窓
口
業
務
に

加
え
、
夜
間
お
よ
び
休
日
に
収
納
窓
口
を

開
設
し
て
市
税
等
の
納
付
を
受
付
し
て
い

ま
す
。
仕
事
な
ど
で
日
中
に
金
融
機
関
等

ク
ル
ー
ズ
客
船「
に
っ
ぽ
ん
丸
」寄
港

船
内
見
学
会
参
加
者
募
集

　

郵
船
ト
ラ
ベ
ル
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ

「
に
っ
ぽ
ん
丸 

輪
島
花
火
と
初
夏
の
日
本

一
周
ク
ル
ー
ズ
」の
寄
港
地
と
し
て
、
大

湊
港
に
入
港
し
ま
す
。

　

寄
港
に
際
し
、
郵
船
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会

社
の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
民
を
対
象
と
し

た
船
内
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉6
月
6
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

午
前
８
時
30
分
入
港
～
午
後
５
時
出
港

〈
ど
こ
で
〉大
湊
港
大
平
岸
壁

〈
定
員
・
参
加
費
〉20
名
・
無
料

〈
対
象
者
〉

　

市
内
在
住
の
方
で
階
段
の
上
り
下
り
に

支
障
の
な
い
方

〈
応
募
方
法
〉

　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
に
、
見
学
希

望
者
全
員
（
２
名
ま
で
記
載
可
）の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
の
記
入
と
返
信
の
宛
名

に
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
ご
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

返
信
用
ハ
ガ
キ
裏
面
は
空
白
と
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
乳
幼
児
や
小
学
生
も
1
名
と

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
と
一
緒
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
往
復
ハ
ガ
キ

の
み
で
、
お
一
人
様
１
回
の
応
募
に
限
り

ま
す
。

〈
応
募
締
切
〉５
月
12
日（
木
）必
着

〈
参
加
者
の
決
定
〉

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
。
応
募
者
全
員
に
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
５
月
18
日
頃

予
定
）。
当
選
後
の
見
学
者
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
見
学
会
当
日
は
、
会

場
受
付
で
当
選
ハ
ガ
キ
と
本
人
確
認
の
た

め
の
身
分
証
明
（
自
動
車
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
生
徒
手
帳
な
ど
）の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
注
意
事
項
な
ど
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
先
〉　

〒
０
３
５

−

８
６
８
６
む
つ
市
中
央
一
丁
目
8
番
1
号

　
　

む
つ
市
観
光
振
興
課

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」船
内
見
学
会
係

◆
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

寄
港
記
念
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

入
出
港
時
間
30
分
前
か
ら
郷
土
芸
能

等
に
よ
る
歓
迎
・
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
ま
す
の
で
大
勢
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
港
時
に
は
、
む
つ
下
北
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
誘
致
推
進
協
議
会
か
ら
見
送
り
用
の
記

念
タ
オ
ル（
数
量
限
定
）が
提
供
さ
れ
ま
す

の
で
、
タ
オ
ル
を
振
っ
て
お
見
送
り
し
ま

し
ょ
う
。

問 

観
光
振
興
課　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
４
2

む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！

　
　
　
　

in
亀
戸
〝
む
つ
と
の
遭
遇
“

　

市
で
は
、
東
京
都
江
東
区
の
「
亀
戸

香
取
勝
運
商
店
街
」の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
下
北
半
島
交
流
シ
ョ
ッ
プ
」お
よ
び
同
商

店
街
と
連
携
し
、
当
市
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

２０１６．５ ２０１６．５

世帯の所得額の合計 軽減割合
33 万円以下かつ被保険者全員の年金収入が年
額 80 万円以下（その他の各種所得がない） ９割

33 万円以下 ８．５割

33 万円＋（26 万 5000 円×被保険者の数）以下
※１ ５割

33 万円＋（48 万円×被保険者の数）以下
※２ ２割

※１ 平成 27 年度は、33 万円＋（26 万円×被保険者の数）以下
※２ 平成 27 年度は、33 万円＋（47 万円×被保険者の数）以下

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F



( 6 )( 7 )

で
の
納
付
が
難
し
い
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
25
日（
水
）
～
31
日（
火
）

　
（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
（
土
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉

　

本
庁
舎
税
務
課

　

各
庁
舎
管
理
課（
平
日
の
み
）

問 

税
務
課
収
納
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

◆
軽
自
動
車
税　

納
期
限
は
５
月
31
日

　

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
や
納
税
貯
蓄
組
合
に

よ
る
納
付
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
付
の
ご

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
納
付
の
方
に
は
、
軽

自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

を
対
象
の
車
種
の
み
６
月
中
旬
頃
に
送
付

し
ま
す
。

問 

税
務
課
納
税
管
理
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
５
２

◆
軽
自
動
車
税 

減
免
申
請
を

　
　
　
　
　

申
請
期
限
５
月
31
日（
火
）

　

平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
軽
自
動
車
を
使
用
す
る
場

合
、
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
方
が
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
通
院
や
通
学

等
の
た
め
に
軽
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る

場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
５
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
申
請
か
ら
、
納
税
義
務
者

（
減
免
を
受
け
る
方
）の
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
運
転
免
許
証

・
自
動
車
検
査
証
・
印
鑑

（
・
生
計
同
一
証
明
書
）

・
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
お
よ
び
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
自
動
車
税
は
県
税
へ

　

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
下

北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

（
☎
22

−

８
５
８
１
内
線
２
１
０
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
市
民
税
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
１
３

市
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
で
は
、
今
後
の
窓
口
対
応
の
向
上
の

た
め
、
１
月
28
日
か
ら
２
月
10
日
ま
で
の

期
間
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
、
お
忙
し
い
中
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
今
後
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
強
化
お
よ
び
接
遇
向
上
の

た
め
、
職
員
研
修
の
資
料
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
回
答
数
〉３
７
８
件

【
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
等
】

○
い
つ
も
丁
寧
な
接
客
を
し
て
い
た
だ

い
て
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

○
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
気
遣
い
で
助

か
り
ま
し
た
。

Ａ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

気
持
ち
よ
く
市
役
所
を
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

○
ツ
メ
の
「
長
さ
」が
と
て
も
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ａ
職
員
の
身
だ
し
な
み
で
不
快
な
思
い

を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
接
客
業
務
で
あ
る
以
上
、
今

一
度
、
身
だ
し
な
み
に
は
十
分
注
意

す
る
よ
う
職
員
に
は
喚
起
し
て
い
き

ま
す
。
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
証
明
書
の
発
行
場
所
が
近
場
に
ほ
し
い
。

Ａ
発
行
場
所
増
設
に
よ
る
維
持
管
理
な

ど
の
費
用
負
担
の
増
加
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
普
及
に
よ
る
税
務
証

明
書
添
付
の
省
略
傾
向
を
考
慮
し
、

現
時
点
で
は
増
設
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
ム
チ
ュ
ラ
ン
グ
ッ
ズ
の
販
売
箇
所
を

増
や
し
た
方
が
よ
い
。

Ａ
現
在
市
内
外
の
取
扱
店
に
並
ん
で
い

る
グ
ッ
ズ
は
、
民
間
事
業
者
が
企
画

製
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
が
販
売

し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
と
し
ま
し
て
は
、
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
認
知
度
が
向
上
す
る
こ
と

で
、
よ
り
グ
ッ
ズ
の
種
類
や
取
扱
店

が
増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問 

総
務
課
行
革
推
進
担
当　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
１
２
３

５
月
12
日 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い
や
り

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　

地
域
住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
の
調

査
、
情
報
提
供
、
相
談
、
助
言
等
の
ほ
か
、

福
祉
事
務
所
や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係

行
政
機
関
に
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

児
童
家
庭
課
青
少
年
・
社
会
担
当　

☎
22

−
１
１
１
１
内
線
２
５
１
２

　

 

各
庁
舎
市
民
生
活
課

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
実
施

　
　

５
月
19
日
よ
り
市
内
各
地
を
巡
回

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
各
地
を
巡
回
し
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

実
施
日
時
と
場
所
の
詳
細
は
、
送
付
す

る
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
ハ
ガ
キ
と
必
要
な
料
金
を
持
参

し
、
注
射
の
際
に
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
方

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

市
へ
の
登
録
が
な
い
犬
は
、
会
場
で
登

録
の
う
え
注
射
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
料
金
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〈
注
射
料
〉３
１
５
０
円（
１
頭
）

〈
登
録
料
〉３
３
０
０
円（
１
頭
）

〈
主
な
注
射
場
所
〉

○
む
つ
地
区　

６
月
５
日（
日
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
木
園
横

　
　
　

午
前
９
時
～
９
時
10
分

・
願
求
院
駐
車
場

　
　
　

午
前
９
時
20
分
～
９
時
50
分

・
む
つ
運
動
公
園
駐
車
場

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

・
む
つ
来
さ
ま
い
館
脇（
旧
田
名
部
駅
側
）

　
　
　

午
後
１
時
～
１
時
55
分

・
昭
和
町
Ｂ
集
会
所
前

　
　
　

午
後
２
時
５
分
～
２
時
20
分

・
旧
む
つ
市
役
所
前

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
５
分

○
川
内
地
区　

６
月
３
日（
金
）

・
川
内
庁
舎
前

　
　
　

午
前
11
時
～
11
時
15
分

○
大
畑
地
区　

６
月
７
日（
火
）

・
大
畑
公
民
館
前

　
　
　

午
前
10
時
40
分
～
11
時

○
脇
野
沢
地
区　

５
月
19
日（
木
）

　窓口アンケート結果
項　　目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

あいさつはいかがでしたか？ 67.4％ 13.5％ 17.5％ 0.8％ 0.3％ 0.5％
職員の説明・対応はいかが
でしたか？ 70.1％ 15.3％ 13.0％ 0.8％ 0.3％ 0.5％
職員の言葉づかい・態度は
いかがでしたか？ 72.5％ 13.7％ 13.0％ 0.3％ 0.0％ 0.5％
職員の身だしなみはいかが
でしたか？ 68.0％ 14.6％ 15.6％ 0.5％ 0.5％ 0.8％

待ち時間はいかがでしたか？ 63.0％ 11.9％ 20.6％ 1.3％ 0.0％ 3.2％
案内や申請書等の記入例は
わかりやすいですか？ 53.4％ 19.1％ 22.2％ 2.7％ 0.5％ 2.1％

２０１６．５ ２０１６．５

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集



( 8 )( 9 )

・
脇
野
沢
庁
舎
前

　
　
　

午
前
11
時
５
分
～
11
時
45
分

問 
環
境
政
策
課
環
境
衛
生
担
当　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
５
２

む
つ
都
市
計
画
公
園
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
案
説
明
会

　

市
で
は
、
北
の
防
人
大
湊
整
備
事
業

の
完
了
に
合
わ
せ
て
、
管
理
運
営
の
円
滑

化
を
進
め
魅
力
あ
る
都
市
公
園
と
す
る
た

め
、
水
源
池
公
園
の
区
域
を
拡
大
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
原
案
作
成
の
た
め
素
案
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉5
月
11
日（
水
）午
後
6
時
～

〈
ど
こ
で
〉市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室
Ａ

問 

都
市
政
策
課
都
市
計
画
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
４
３

町
内
会
な
ど 

春
季
大
掃
除
に
つ
い
て

　

町
内
会
等
で
地
域
の
清
掃
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
廃
棄
物
対
策

担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
手
で
生

活
空
間
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
６
２

　

 

各
庁
舎
市
民
生
活
課

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

た
め
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
安
価
で

手
軽
に
減
量
し
、
新
た
な
資
源（
堆
肥
）と

し
て
活
用
で
き
る
『
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
』の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
や

ご
家
族
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？ 

生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え

て
、
家
庭
菜
園
や
園
芸
等
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
！ 

　

参
加
者
に
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
に
必
要
な
材
料（
ピ
ー
ト
モ
ス
・
く
ん
た

ん
）を
１
世
帯
１
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
18
日（
水
）・
中
央
公
民
館

5
月
19
日（
木
）・
下
北
文
化
会
館

５
月
20
日（
金
）・
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

5
月
21
日（
土
）・
む
つ
来
さ
ま
い
館

５
月
22
日（
日
）・
む
つ
来
さ
ま
い
館

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

〈
申
込
締
切
〉５
月
13
日（
金
）

〈
定
員
〉各
回
先
着
30
名

問 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
６
２

水
道
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

『
水
道
施
設
見
学
会
』参
加
者
募
集

　

毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
水

道
週
間
」で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
み
な

さ
ま
に
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定

さ
れ
た
期
間
で
す
。

　

公
営
企
業
局
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
水
道
施
設
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
頃
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
水
道

施
設
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所
集
合

〈
定
員
・
参
加
費
〉25
名
程
度
・
無
料

〈
見
学
先
〉（
予
定
）

・
む
つ
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
田
名
部
浄
水
場

・
緊
急
貯
水
槽

・
む
つ
来
さ
ま
い
館（
習
字
・
図
画
作
品
展
）

・
上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

・
昼
食
会（
企
業
局
で
お
弁
当
を
用
意
）

〈
申
込
〉

　

５
月
27
日（
金
）ま
で
に
お
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い

○
水
道
週
間
に
関
す
る
そ
の
他
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
５
月
25
日
（
水
）

発
行
予
定
の
「
む
つ
市
水
道
だ
よ
り
第

74
号
」お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

公
営
企
業
局
総
務
課　☎

28

−

４
４
５
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

花
壇
づ
く
り
、
花
植
え

　

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
公
園
等
で
花
壇
づ
く
り
や
花
苗
の

澤
田 

貢
士 

氏

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
公
認
講
師

澤
田 

幾
子 

氏

〈
定
員
〉先
着
20
名

〈
申
込
〉

　

５
月
９
日（
月
）午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

花
に
関
す
る
質
問
を
事
前
に
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
、
講
習
会
当
日
に
講
師
が
お

答
え
し
ま
す
。

問 

都
市
政
策
課
み
ど
り
と
景
観
担
当　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
４
２

平
成
28
年
度
計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査

　

計
量
法
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
の
計
量

器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
鮮
魚
・
青
果
・
精
肉

や
薬
な
ど
の
商
取
引
に
使
用
す
る
は
か
り

や
、
身
体
測
定
な
ど
の
証
明
に
使
用
す

る
は
か
り
を
対
象
に
2
年
に
1
度
実
施
さ

れ
、
多
く
の
ス
ー
パ
ー
や
商
店
、
薬
局
な

ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
は
か
り
を
使
っ

た
り
、
不
合
格
器
物
を
使
っ
て
い
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
は
か
り

を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず
に
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
検
査
対
象
は
前
回

（
平
成
26
年
度
）の
定
期
検
査
を
受
け
た

川
内
地
区
・
大
畑
地
区
・
脇
野
沢
地
区

の
み
な
さ
ま
で
す
。

　

検
査
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
案
内

の
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
日
程
は

ハ
ガ
キ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
く
て
も

検
査
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

産
業
振
興
課
労
政
担
当　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
４
３

北
の
防
人
大
湊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
開
講

　

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
大
湊

水
源
地
水
道
施
設
を
含
む
水
源
池
公
園

周
辺
が「
北
の
防
人
大
湊
」と
し
て
整
備
さ

れ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
近
く
に
は
海
上
自
衛
隊
の
基
地
が

あ
り
、
明
治
時
代
か
ら
海
軍
の
ま
ち
と
し

て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
大
湊
の
文
化
財
と

歴
史
等
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
る
た
め
、
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

①
５
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
に
つ
い
て
、

釜
臥
山
・
芦
崎
の
成
り
立
ち

②
６
月
11
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

・
水
源
池
公
園
内
の
植
生
・
植
物

③
６
月
18
日（
土
）

　

午
後
2
時
30
分
～
4
時

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を
目
指

　

し
て

④
６
月
22
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

・
現
地
研
修（
市
内
）

⑤
６
月
29
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

・
現
地
研
修（
三
内
丸
山
遺
跡
）

⑥
７
月
17
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
ガ
イ
ド
実
践
、
討
論
会

⑦
７
月
26
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

〈
ど
こ
で
〉

　

む
つ
市
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
、
水
源

池
公
園
ほ
か

〈
対
象
〉

　

講
座
に
参
加
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
録
、
活
動
が
可
能
な
方

〈
募
集
人
員
〉20
名
程
度

〈
参
加
費
〉無
料

（
た
だ
し
現
地
研
修
時
は
各
自
負
担
も
あ
り
）

〈
申
込
期
限
〉５
月
20
日（
金
）

　

講
座
の
日
程
は
変
更
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
養
成
講
座
は
、
県
民
カ
レ
ッ

ジ
の
単
位
認
定
講
座
で
す
。（
１
回
参
加

で
２
単
位
）

問 

生
涯
学
習
課　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
４
３

松
く
い
虫
・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
予
防

　

松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫
が
マ
ツ
の
木
に

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ツ
が
枯
れ
て

し
ま
う
伝
染
病
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ナ

ラ
枯
れ
被
害
は
、
小
さ
な
昆
虫
が
運
ぶ
ナ

ラ
菌
に
よ
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど

ＱＲコード

詳しくは
　　こちら

２０１６．５ ２０１６．５

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

の
ナ
ラ
類
が
枯
れ
る
伝
染
病
で
す
。
も
し
、

こ
れ
ら
の
被
害
が
、
県
内
に
ま
ん
延
す
る

と
、農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
・

経
済
の
ほ
か
、
青
森
県
が
誇
る
自
然
景
観

や
観
光
資
源
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　

自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
な
ど
、
身
の
回

り
で
枯
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
枯
れ
か
か
っ

て
い
る
マ
ツ
や
ナ
ラ
類
を
見
つ
け
た
と
き

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

農
林
畜
産
振
興
課
農
林
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
２
３

　

下
北
地
域
県
民
局
林
業
振
興
課

☎
22

−

８
５
８
１
内
線
２
８
３

　

下
北
地
方
森
林
組
合

☎
22

−

１
０
４
１

転
倒
予
防
教
室

　
　

65
歳
以
上
で
転
倒
が
気
に
な
る
方

　

市
で
は
、
介
護
予
防
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
転
倒
予
防
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉

　

65
歳
以
上
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
お
ら
ず
、
次
の
３
項
目
以
上

に
該
当
す
る
方

①
階
段
を
上
る
時
、
手
す
り
や
壁
を
伝
う

②
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
に
何
か
に

つ
か
ま
る

③
15
分
続
け
て
歩
く
こ
と
が
な
い

④
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る

⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！ 

花
と

ふ
れ
あ
い
、
緑
豊
か
な
景
観
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
業
で
き
る
服
装
で
、
ゴ
ム
手
袋
を
持

参
し
て
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
参
加
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
花
植
え
作
業
は
小
雨

決
行
で
す
が
、
荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
延

期
し
ま
す
。

◆
花
壇
づ
く
り

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
９
日（
月
）
～
13
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午
・
金
谷
公
園

◆
花
植
え

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

①
５
月
27
日（
金
）・
水
源
池
公
園

②
５
月
29
日（
日
）・
金
谷
公
園

③
５
月
31
日（
火
）・
下
北
駅

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
11
時

問 

都
市
政
策
課
公
園
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
４
１

み
ど
り
の
さ
き
も
り
館

『
花
と
み
ど
り
の
講
習
会
』参
加
者
募
集
！

〈
い
つ
〉５
月
28
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

〈
ど
ん
な
〉

　

第
１
回
「
も
っ
と
！
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
づ
く
り
と
お
手
入
れ
」（
初
心
者
向
け
）

　

昨
年
の
講
習
会
に
て
造
っ
た
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ガ
ー
デ
ン
の
お
手
入
れ
と
、
そ
の
隣
に
新

し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
造
り
ま
す
。

〈
講
師
〉

ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集



( 1 0 )( 1 1 )

人権相談 
時 祝日を除く月・水・金曜日 10:00 〜 17:00 問 青森地方法務局むつ支局
場   下北合同庁舎 2 階相談室 ☎ 23-3202

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

教育相談 
時  土・日・祝日を除く毎日 9:00 〜 16:00 問 相談専用電話
場 教育研修センター ☎ 22-0974

予約制です。中学生までの教育に関する相談を受けます。

消費生活相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 むつ市消費生活センター
場 市役所本庁舎産業振興課内 ☎ 22-1353

消費者トラブルや悪質商法、多重債務の相談を受けます。

生活困窮者自立支援相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 生活福祉課
場   市役所本庁舎生活福祉課 ☎ 22-1111内線2535

予約制です。借金など家計の悩みについての相談を受けます。

各 種 相 談 日 程
法律相談
時 5 月 27 日（金）12:30 〜 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154
受付は 5 月 2 日（月）午前 8 時 30 分開始。1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

法テラス法律相談 
時 5 月 11 日（水）12:30 〜 問 法テラス青森
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 050-3383-5552

1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

行政相談 
時 5 月 16 日（月）10:00 〜 15:00 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 ☎ 22-1111内線2154

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

行政相談 
時 5 月 13 日（金）9:00 〜 12:00 問 大畑庁舎管理課
場 大畑庁舎 2 階第 2 会議室 ☎ 34-2111

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

  時 日時　場 場所　問 問合先・申込先

◆
コ
ー
ス
の
紹
介

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
集
団
コ
ー
ス　

〈
ど
こ
で
〉

・
む
つ
来
さ
ま
い
館

・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※
６
～
９
月
上
旬
ま
で
の
期
間
限
定

②
デ
イ
ケ
ア
個
別
コ
ー
ス

〈
ど
こ
で
〉

・
み
ち
の
く
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
十
二
林
）

③
整
骨
院
・
接
骨
院
個
別
コ
ー
ス　
　

〈
ど
こ
で
〉

・
吉
田
整
骨
院（
横
迎
町
）

・
三
浦
接
骨
院（
下
北
町
）

・
長
谷
接
骨
院（
川
内
町
）

・
大
畑
整
骨
院（
大
畑
町
）

④
ス
ポ
ー
ツ
施
設
個
別
コ
ー
ス

〈
ど
こ
で
〉

・
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
住
宅（
中
央
）

・
ト
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
大
湊
浜
町
）

・
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク（
真
砂
町
）

⑤
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ス

〈
ど
こ
で
〉

・
い
り
え
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
田
名
部
宮
後
）

・
恵
光
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
奥
内
）

・
デ
イ
セ
ン
タ
ー
桜
木（
桜
木
町
）

・
に
こ
に
こ
ハ
ウ
ス
大
曲（
大
曲
）

・
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
む
つ（
関
根
）

・
み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

・
む
ら
な
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
新
町
）

・
せ
せ
ら
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
川
内
町
）

・
夢
・
プ
ラ
ザ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
大
畑
町
）

・
い
こ
い
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
脇
野
沢
）

〈
料
金
等
〉

①
～
④
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
料
、
週
１
回
で

３
か
月
間
実
施

②
は
、
む
つ
、
大
畑
地
区
へ
の
送
迎
あ
り

⑤
は
、
１
回
８
２
０
円
、
週
１
回
で
１

年
間
実
施
。
送
迎
、
昼
食
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
あ
り
。

〈
申
込
方
法
〉　

　

介
護
福
祉
課
の
窓
口
ま
た
は
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
随
時
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

問 

介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
６

公
民
館 

平
成
28
年
度

　
　
　
『
む
つ
市
民
大
学
』受
講
生
募
集

　
「
自
ら
学
び
、
自
ら
運
営
す
る
」こ
と
を

基
本
方
針
に
む
つ
市
民
大
学
を
開
設
し
ま

す
。

　

講
座
は
、
講
義
を
中
心
と
し
た
『
公
開

講
座
』と
、
実
習
を
中
心
と
し
た
『
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
』で
構
成
し
、
受
講
登
録
す
る
こ

と
で
修
了
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
み
な

さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
公
開
講
座
】

　

地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
講
師
陣
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。
受
講
登
録
は
、
各
公
民
館

で
随
時
受
付
中
。
お
電
話
か
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
５
月
26
日（
木
）

　

開
講
式
記
念
講
演

　

～
地
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
～（
仮
）

　
　

む
つ
市
長 

宮
下 

宗
一
郎

②
６
月
23
日（
木
）・
体
験
談

　
　

水
産
事
業
者
・
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

③
７
月
21
日（
木
）・
健
康

④
８
月
25
日（
木
）午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　

・
施
設
見
学（
弘
前
城
）

⑤
９
月
29
日（
木
）・
歴
史

⑥
10
月
20
日（
木
）・
文
学

⑦
11
月
24
日（
木
）・
自
然

⑧
12
月
８
日（
木
）・
神
道
文
化

⑨
１
月
26
日（
木
）・
食
育

⑩
２
月
9
日（
木
）

　

閉
講
式
記
念
講
演

　
　

青
森
中
央
学
院
大
学 

学
長 

花
田 

勝
美
氏

時
間
は
施
設
見
学
を
除
き
午
後
１
時
30

分
か
ら
２
時
間
程
度

問 

中
央
公
民
館 

☎
24

−

１
２
２
４

【
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

お
電
話
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
む
つ
地
区

初
心
者
向
け
～
着
付
け
・
茶
道
教
室
～

〈
い
つ
〉

６
月
7
日
か
ら
7
月
6
日
ま
で
の
水
曜

日
・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
着
物
を
着
て

茶
道
を
楽
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　

講
師 

工
藤 

安
子 

氏

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
５
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

ゆ
か
た
・
衿
芯
・
伊
達
締
め
２
本
・
襦
袢
・

帯
枕
・
腰
ヒ
モ
３
～
４
本
・
肌
着
・
帯
揚
・

コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
１
～
２
本
・
足
袋
・
帯

締
め
・
タ
オ
ル
２
～
３
枚
（
ま
た
は
補
整

下
着
等
）

〈
受
付
開
始
〉

５
月
9
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

自
然
、
着
付
け
、
Ｉ
Ｔ
、
パ
ン
、
郷
土
史
、

文
化
、
生
物
、
筆
ペ
ン
、
版
画
、
料
理
、

歴
史
、
運
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

※
詳
し
い
内
容
や
募
集
開
始
日
は
順
次
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問 

中
央
公
民
館 

☎
24

−

１
２
２
４

◆
大
畑
地
区

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

大
畑
探
訪
、
陶
芸
教
室
、
健
康
教
室
、

蕎
麦
打
ち
、
べ
こ
も
ち
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

大
畑
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
畑
公
民
館 

☎
34

−

２
３
２
１

◆
脇
野
沢
地
区

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

郷
土
史
、
健
康
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
座

禅
と
写
経
、
川
柳
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

脇
野
沢
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

脇
野
沢
公
民
館 

☎
44

−
２
１
１
０

出
前
講
座
受
付
中

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
主
催
の

集
会
等
に
職
員
を
派
遣
し
、
市
政
に
関
す

る
事
項
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る「
出

前
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２０１６．５ ２０１６．５

　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講
座

を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
統
計
調
査
に
つ
い
て

・
む
つ
市
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】む
つ
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
む
つ
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】下
北
圏
域
定
住
自
立
圏
に

つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】む
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
に
つ
い
て

・
市
民
協
働
参
画
に
つ
い
て

・
ご
近
所
知
恵
だ
し
会
議
に
つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
し
も
き
た
」

に
つ
い
て

・
電
源
三
法
交
付
金
制
度
に
つ
い
て

・
む
つ
市
の
財
政
に
つ
い
て

・『
男
女
共
同
参
画
』に
つ
い
て

・
む
つ
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
市
税
に
つ
い
て

・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

・
災
害
と
住
民
避
難
に
つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

・
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

・
環
境
放
射
線
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て

・
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

・
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

・
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い

て

・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
・
予
防
接
種
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

・
若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
私
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・『
食
育
』を
す
す
め
よ
う
！
に
つ
い
て

・【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】始
め
よ
う
！
む
つ
☆
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
！
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

・
新
規
就
農
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

・
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

・
む
つ
市
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
講
習
会
に
つ
い
て

問 

政
策
推
進
課　

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
１
１
１
４

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集



( 1 2 )( 1 3 )

　
　

「
大
函
丸
」運
休
の
お
知
ら
せ

　

函
館
～
大
間
航
路
に
お
き
ま
し
て
、
船

舶
法
定
検
査
の
た
め
、
６
月
６
日（
月
）か

ら
15
日
（
水
）ま
で
一
部
の
便
が
運
休
と
な

り
ま
す
の
で
、
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
（
株
）大
間
支
店

☎
37

−

３
７
１
１

Hhttp://w
w

w
.tsugarukaikyo.co.jp

明
日
を
守
る
人
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
官
募
集

〈
試
験
区
分
〉警
察
官
Ａ

〈
受
付
期
間
〉

　

５
月
９
日（
月
）
～
６
月
17
日（
金
）

〈
第
１
次
試
験
日
〉７
月
10
日（
日
）

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市

〈
そ
の
他
〉

　

採
用
予
定
人
員
に
つ
い
て
は
、
試
験
案

内（
申
込
書
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
験

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
警
察
署 

(
22

−

１
３
２
１

Hhttp://w
w

w
.police.pref.aom

ori.jp/

事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
み
な
さ
ま
へ

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
下
北
管
内
５
市

町
村
（
む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風

間
浦
村
、
佐
井
村
）と
下
北
地
域
県
民
局

県
税
部
が
連
携
し
、
法
定
要
件
に
該
当
す

る
全
て
の
事
業
主
に
、
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
義
務
者
の
指
定
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
に
各
事
業
主
（
特
別
徴
収
義
務

者
）宛
に
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
支
給
分
の
給
与

か
ら
天
引
き
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
、
各
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

入
書
に
よ
り
、
天
引
き
し
た
月
の
翌
月
10

日
ま
で
に
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

☎
22

−

８
５
８
１
内
線
２
１
０

　

 

市
税
務
課
市
民
税
担
当

☎
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
１
１

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

　
　

沿
岸
観
察
会
・
事
前
講
演

○
講
演
会
～
沿
岸
観
察
会
に
向
け
て
～

事
前
申
込
不
要

〈
い
つ
〉５
月
28
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
定
員
・
参
加
費
〉１
０
０
名
・
無
料

〈
ど
ん
な
〉

「
深
海
の
喰
う
喰
わ
れ
る

～
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
生
き
物
た
ち
」（
仮
）

　

海
洋
研
究
開
発
機
構

 

海
洋
生
物
多
様
性
研
究
分
野 

土
田 

真
二

「
下
北
半
島
周
辺
海
域
の
生
物
環
境
変
化
」（
仮
）

　

海
洋
研
究
開
発
機
構

　

む
つ
研
究
所
長 

渡
邉 

修
一

○
第
７
回  

沿
岸
観
察
会

〈
い
つ
〉７
月
２
日（
土
）
～
3
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
自
然
の
家
、
ち
ぢ
り
浜

〈
ど
ん
な
〉

・
磯
で
の
生
き
物
の
観
察

・
海
藻
や
海
草
の
分
布
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・
生
き
物
の
採
集
、
サ
ン
プ
ル
処
理

・
公
開
講
座（
2
日
の
み
）

〈
対
象
〉小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

〈
定
員
〉30
名
程
度
※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

〈
参
加
料
〉無
料
※
宿
泊
代
、
食
事
代
は
自
己
負
担

〈
申
込
締
切
〉６
月
８
日（
水
）正
午

〈
申
込
方
法
〉

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、

参
加
者
全
員
分
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
血
液
型
、
住
所
、

電
話
番
号
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無（
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
は
食
品
名
）を

記
載
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所

  　

研
究
推
進
グ
ル
ー
プ

(
45

−

１
０
４
９ 

F
45

−

１
０
７
９

Ｅm
utsu-kansatsu@

jam
stec.go.jp 

〒
０
３
５

−

０
０
２
２
む
つ
市
大
字
関
根
字
北
関
根690

番
地

食
育
検
定
委
員
会

　
　

あ
お
も
り
食
育
検
定（
む
つ
会
場
）

　
「
あ
お
も
り
食
育
検
定
」は
、
青
森
の
豊

か
な
農
林
水
産
物
や
食
文
化
な
ど
「
あ
お

も
り
の
食
」に
か
か
わ
る
知
識
を
問
う
検

定
で
す
。
こ
の
検
定
を
き
っ
か
け
に
、
食
へ

の
理
解
を
深
め
、
食
育
を
普
及
啓
発
し
て

い
く
こ
と
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
初
め

て
、
む
つ
市
に
検
定
会
場
を
設
け
ま
し
た
。

〈
い
つ
〉６
月
19
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
申
込
期
限
〉５
月
15
日（
日
）当
日
消
印
有
効

〈
対
象
〉

　

青
森
県
の
農
林
水
産
物
と
食
文
化
を

愛
し
て
い
る
方

〈
受
検
料
〉

大
学
生
以
下
１
５
０
０
円

一
般　
　
　

２
０
０
０
円

※
希
望
者
に
「
あ
お
も
り
食
育
検
定
公
式
テ
キ

ス
ト
２
０
１
６
」を
無
償
で
送
付
し
ま
す
。

問 

あ
お
も
り
食
育
検
定
委
員
会
事
務
局

（
青
森
中
央
短
期
大
学
地
域
連
携
課
）　

　

 

☎
０
１
７

−

７
２
８

−

０
１
２
１

下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

各
種
安
全
衛
生
講
習

〈
講
習
名
〉玉
掛
け
技
能

〈
い
つ
〉６
月
15
日（
水
）
～
17
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～

〈
費
用
〉2
万
5
円
～
2
万
３
２
４
５
円

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 （
一
社
）下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

(
22

−

１
３
８
９

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科

〈
い
つ
〉

６
月
１
日（
水
）
～
８
月
31
日（
水
）

〈
募
集
期
間
〉５
月
18
日（
水
）ま
で

〈
受
講
料
〉無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

〈
定
員
〉20
名

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
青

森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

下
北
自
然
の
家
イ
ベ
ン
ト

○
黒
森
山
登
山
～
春
～

　

春
も
み
じ
の
黒
森
山
で
豊
か
な
自
然
を

感
じ
な
が
ら
登
山
を
楽
し
む
。

〈
い
つ
〉５
月
14
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

〈
対
象
・
定
員
〉20
歳
以
上
・
30
名

〈
参
加
費
〉７
０
０
円

〈
服
装･

持
物
〉

　

動
き
や
す
い
服
装
（
帽
子
、
手
袋
、
防

寒
着
、
長
靴
、
登
山
靴
な
ど
）、
上
履
き
、

飲
料
水
、タ
オ
ル
、雨
具
、防
寒
具
、リ
ュ
ッ

ク
な
ど

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
新
緑
編

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
イ
キ
ン
グ
と
創
作
活
動

で
春
の
自
然
の
家
を
楽
し
も
う
。

〈
い
つ
〉５
月
29
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

〈
参
加
費
〉

　

小
学
生
以
上
６
０
０
円

　

幼
児　
　
　

４
５
０
円

 

※
３
歳
未
満
は
無
料
で
す
が
、食
事
は
つ
き
ま
せ
ん
。

〈
服
装･

持
物
〉

　

動
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
、
帽
子
、
長

靴
、
軍
手
、
中
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
等

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
下
北

自
然
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 

む
つ
市
下
北
自
然
の
家(

34

−

６
１
５
１

第
９
回
む
つ
商
工
会
議
所
会
頭
杯
争
奪 

ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
・
釣
り
大
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

〈
い
つ
〉い
ず
れ
も
６
月
５
日（
日
）

○
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉

下
北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
・
２
０
０
名（
50
組
）

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
前
７
時
32
分（
30
分
前
集
合
）

〈
プ
レ
ー
代
〉８
０
０
０
円

〈
参
加
料
〉２
０
０
０
円

○
釣
り
大
会

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉関
根
漁
港
・
39
名

〈
出
船
時
間
〉午
前
５
時（
30
分
前
集
合
）

〈
参
加
料
〉７
０
０
０
円

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　

〈
ど
こ
で
・
定
員
〉む
つ
ボ
ウ
ル
・
50
名

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
後
３
時
45
分（
15
分
前
集
合
）

〈
参
加
料
〉３
０
０
０
円

◆
共
通
事
項

〈
参
加
資
格
〉

　

む
つ
商
工
会
議
所
会
員
、
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

〈
申
込
締
切
〉５
月
18
日（
水
）

〈
申
込
方
法
〉

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
表
彰
式
・
懇
親
会
〉

　

同
日
午
後
６
時
よ
り
む
つ
グ
リ
ー
ン
ホ

テ
ル
に
て
開
催
。
会
費
３
５
０
０
円
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
む
つ
商

工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
商
工
会
議
所
(
22

−

２
２
８
２

Hhttp://w
w

w
.m

utsucci.or.jp/

み
ち
の
く
荘
特
別
講
演

　
　
　

第
２
回
食
と
農
と
福
祉
の
連
携

　

金
谷
栄
養
研
究
所
金
谷
節
子
所
長
に

よ
る
食
と
栄
養
と
健
康
に
ま
つ
わ
る
お
話

で
す
。
当
日
は
試
食
も
あ
り
ま
す
。
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
14
日（
土
）午

後
５
時
～
７
時

〈
ど
こ
で
〉

み
ち
の
く
金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
参
加
費
〉無
料

問 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘

(
23

−

１
６
０
０

青
森
少
年
鑑
別
所
見
学
会

〈
い
つ
〉５
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

〈
参
加
費
・
定
員
〉無
料
・
30
名

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

　

 

(
０
１
７

−

７
３
１

−

１
３
７
８

pinformation
public

公 共 情 報
公共機関などからの情報をお伝
えします。催し物などは、イベ
ント情報に掲載しています。

公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。
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( 1 4 )( 1 5 )

22 日

e
information

event

イ ベ ント
情 報

15 日

3 日～

28 日

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

（
雨
天
時
来
さ
ま
い
館
内
）

※
出
店
申
込
は
5
月
１
日
（
火
）か
ら
受
付
。
出

店
料
は
１
区
画
１
０
０
０
円
で
す
。

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

む
つ
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

 　
　
　
　
　
「
あ
そ
び
の
日
」２
０
１
６

　

全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日
を
「
さ
あ
み
ん

ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！
」の
テ
ー
マ
で「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
デ
ー
」と
し
て
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
３
世
代
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
と
お
し
て
笑
顔

で
交
流
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
チ
ー
ム
で「
手
つ
な
ぎ
ジ
ャ
ン

プ
」で
笑
顔
体
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
28
日（
土
）午

前
９
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
対
象
者
〉

　

障
が
い
の
あ
る
方
も
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
持
ち
物
〉上
履
き
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

〈
ど
ん
な
〉

　

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
10
種
目

を
体
験
、
震
災
復
興「
笑
顔
ジ
ャ
ン
プ
」

〈
そ
の
他
〉

　

傷
害
保
険
は
各
自
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
認
定

問 

む
つ
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

 

☎
22

−

６
９
１
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

む
つ
科
学
技
術
館

　
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
３
日
～
５
日
、
中
学
生
以
下
は

入
館
無
料
！　

５
月
５
日
こ
ど
も
の
日

は
、
先
着
30
名
の
お
子
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
差
し
上
げ
ま
す
！

〈
い
つ
〉５
月
3
日（
火
）
～
５
日（
木
）

〈
シ
ア
タ
ー
上
映
〉

①
午
前
10
時
～

ま
ん
が
偉
人
物
語
「
野
口
英
世
／
レ
ン
ト

ゲ
ン
」（
25
分
）

②
正
午
～

　
「
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル
」（
55
分
）

③
午
後
３
時
～

　

名
作
童
話
大
全
集「
宝
島（
他
２
本
）」

（
30
分
）

〈
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室
〉

①
午
前
９
時
30
分
～
②
正
午
～
③
午
後

３
時
～

〈
理
科
実
験
・
観
察
〉

①
午
前
11
時

　
「
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
」

②
午
後
２
時

　
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
不
思
議
を
調
べ
よ
う
」

※
詳
細
は
、
む
つ
科
学
技
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
科
学
技
術
館 

☎
25

−

２
０
９
１

Hhttp://www.jm
sfm

m
l.or.jp/m

sm
.htm

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

ト
ン
ト
ゥ
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ 

２
０
１
６

〈
い
つ
〉５
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〈
ど
ん
な
〉

○
キ
テ
ィ
ズ
パ
ラ
ダ
イ
ス
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

午
前
・
午
後
各
１
回
公
演（
キ
テ
ィ
の
み
握
手
会
あ
り
）

○
東
通
村
グ
ル
メ
屋
台
村（
有
料
）

○
チ
ョ
コ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ナ
ー（
有
料
）

○
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
コ
ー
ナ
ー

　

午
前
・
午
後
各
２
回（
小
学
生
以
下
各
25
名
）

○
ふ
わ
ふ
わ
コ
ー
ナ
ー

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
小
学
生

以
下
）

〈
入
場
料
〉無
料

※
詳
し
く
は
、
５
月
８
日
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
田
野
沢
漁
民
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
駐
車
場
と

し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
午
前
９
時
20
分
よ

り
順
次
運
行
し
ま
す
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 

☎
48

−

２
７
７
７

来
さ
ま
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉５
月
22
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

５
月 

M
a
y

２０１６．５

む
つ
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
会 
会
員
募
集

　

親
子
で
、
お
仲
間
で
お
気
軽
に
！

　

親
子
で
歌
や
ゲ
ー
ム
、
体
操
、
お
菓
子

づ
く
り
、
講
習
な
ど
、
楽
し
く
遊
ん
で
友

達
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
園
の
行
事
へ

の
お
誘
い
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
悩
み
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉毎
月
１
～
２
回

土
曜
日
の
午
前
10
時
～ 

11
時
30
分

（
年
間
14
回
予
定
）

〈
対
象
〉

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
就
園
前
の
お
子
様

問 

認
定
こ
ど
も
園 

む
つ
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園 

森
山
・
佐
々
木
☎
22

−

１
５
３
０

星
美
幼
稚
園
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

に
こ
に
こ
・
キ
ッ
ズ 

参
加
者
募
集

　

普
段
な
か
な
か
同
年
齢
の
お
子
様
と
遊

ぶ
機
会
が
な
い
方
、
平
日
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
に
参
加
で
き
な
い
方
、
一
緒
に
遊
び

ま
せ
ん
か
？  

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉土

曜
日
の
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
次
回
は
５
月
14
日
、
年
間
17
回
予
定
）

〈
対
象
〉

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
２

歳
～
３
歳
の
お
子
様

問 

星
美
幼
稚
園 下

川
原
☎
22

−

２
２
２
３

母
の
日
に
贈
る

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー 

ア
レ
ン
ジ

　

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
な
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
ア
レ
ン
ジ
で
す
。

〈
い
つ
〉５
月
７
日（
土
）午
後
１
時
～

〈
ど
こ
で
〉「
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
」

〈
材
料
費
・
定
員
〉３
５
０
０
円
・
20
名

〈
申
込
締
切
〉５
月
５
日（
木
）

※
持
ち
物
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
サ
ー
ク
ル
デ
イ
ジ
ー  

佐
藤

☎ 

０
９
０

−

６
０
０
７

−

８
１
７
２

※
平
日
は
午
後
６
時
以
降
に
受
付

２０１６．５

ｃinformation
circle

サ ー ク ル
団 体 情 報

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
花
と
手
芸
は

材
料
費
が
必
要
で
す
。

老
人
憩
の
家「
禄
寿
荘
」（
新
町
）

☎
23

−

５
８
０
０

お
花
教
室

19
日（
木
）

手
芸
教
室

17
日（
火
）

踊
り
教
室

11
日（
水
）
・
25
日（
水
）

お
茶
教
室

12
日（
木
）
・
26
日（
木
）

習
字
教
室

13
日（
金
）

コ
ー
ラ
ス
教
室

9
日（
月
）
・
23
日（
月
）

ダ
ン
ス
教
室

11
日（
水
）
・
25
日（
水
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

9
日（
月
）
・
23
日（
月
）

囲
碁
・
将
棋
教
室

17
日（
火
）
・
24
日（
火
）

着
付
教
室

18
日（
水
）

ダ
ン
ス
教
室
は
午
後
１
時
～
３
時
、
カ
ラ

オ
ケ
・
囲
碁
・
将
棋
教
室
は
午
後
１
時
～
４

時
、
そ
の
他
の
教
室
は
午
前
10
時
～
正
午

老
人
憩
の
家「
福
寿
荘
」（
川
守
町
）

☎
29

−

１
８
０
０

詩
吟
教
室

17
日（
火
）

日
舞
教
室

2
日（
月
）
・
16
日（
月
）

着
付
教
室

10
日（
火
）
・
24
日（
火
）

唱
歌
教
室

6
日（
金
）
・
20
日（
金
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

12
日（
木
）
・
26
日（
木
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
午
後
１
時
～
４
時
、
そ

の
他
の
教
室
は 

午
前
10
時
～
正
午

※
各
教
室
と
も
新
し
く
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
禄
寿
荘
」、「
福
寿
荘
」ま
た
は
各

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
」

５
月
の
日
程
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  「Random Acts of Kindness」って聞い
たことありますか？  人を助けたり、励まし
たりする無私無欲の行動のことです。最
近は日本でもポジティブなムーブメント
として徐々に浸透しつつあります。世の
中をより良くしようという考え方は誰でも
持っていると思いますが、アメリカは昔か
らボランティア精神が強くこの Random 
Acts of Kindness が定着しています。私
の両親は教会や学校でボランティア活
動をしたり、ハイキングが趣味なので最
近は山の道を整備するボランティア活動
もしています。若者の間にも「Random 
Acts of Kindnessしよう！」 というのが流
行っています。
　 特 別 な 理 由もなく、誰 か に 優しい
ことをします。職 場 の 人 に 3 時 の お
や つ を 持ってくるような 事 で もい い
で すし、スー パ ーで 知らな い お ばあ
さん の 荷 物 を 運 んで あ げ る 事 で も
いいで す。知らない 人でも服 装を褒
め たり、子どもにお 菓 子をあげ たり、
相手が少しでも笑顔になることをやれば、
自分も自然と笑顔になります。特に去年
少し落ち込んでいるときの自分を元気
にするために私は友達に「感謝している

よ」と手紙を書いたり、アメリカにいる親
戚にカードを送ったり、1 日 1 回必ず誰
かを褒めるという目標をたて自分も自然
に元気になりました。これは What goes 
around, comes around ということで、誰
かを幸せにした分、その幸せがきっとま
た自分の元へ戻ってくる、Karma とも言
います。
　考えてみれば、周りの日本人でもこの
ような事をしている人は結構います。し
かし、日本人があまりしない「Random 
Acts of Kindness」が１つあります。「Pay 
it Forward」は「前に払う」という直訳なん
ですが、お返しを求めないけど Karma
を信じていつか返ってくる、または世の
中をより良いところにするためにするだ
けのことです。例えば、私の地元でニュー
スになった話ですが、コーヒーショップ
でコーヒーを買った時に 500 円多く払っ
て後ろの人のコーヒーの分まで買ってあ
げた人がいました。ちなみに、この話
がニュースになったのは、その後ろにい
た人が、「私も後ろの人の分を払うよ」と
40 人ほど連続でこの「Random Acts of 
Kindness」が続いたそうです。私も先日、
沖縄のカデナ基地で米軍の友達と一緒
に食事したとき、チェックをお願いしよう
としたらウェイトスタッフに「It’ s already 
been paid（もう支払われましたよ）」と言
われました。6 人分の食事を払ってもらっ
たので、どうしても「Thank you」を言いた
い友達は店長に訪ねても「月に 1 回ぐら
い誰かの食事代を払ってくれる常連だけ

ど、名前を言わないでほしいと言われて
いるよ」と言われ、私も友達家族も感動
と共に本当に嬉しくてラッキーで幸せな
気持ちになりました。
　日本人は悪気がなくても「太った？」とか

「鼻赤いね」とかあまり言われたくないこ
とを平気で言います。昔、むつ市に住ん
だことがあるアメリカ人の友達は「家族を
連れて日本に行きたいけど、妻は大きい
から、日本人に「大きいね」と言われたら、
きっと泣いてしまう」と心配しています。誰
も言われたくない「太ったね。大きいね。」
を言わず、「その髪型似合っているね」とか

「そのシャツ可愛いね」とかもっと優しい
言葉を使ってみんながもっと笑顔になれ
ばいいな〜と思います。私も修行は必要
ですが…

レッツ国際交流
エイミーと気軽に何でもトーキング

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ
〜』なんて思っている方、気軽に外国人
とおしゃべりしてみませんか？
　申し込みは不要です。会場にいる私
に日本語でも英語でも構いませんので、
ぜひ声を掛けてみてください。

〈いつ・どこで〉
○５月 10 日 （火）・図書館
○５月 18 日 （水）・中央公民館
○５月 26 日 （木）

　　・市役所本庁舎（第３会議室）
※時間はいずれも午前 10 時から 11 時 30 分まで

国際交流推進員 
山道エイミー

Random Acts of Kindness

『
ル
ル
と
ラ
ラ
の
手
作
りSw

eets　

春
の
お
菓
子
』

あ
ん
び
る 
や
す
こ
／
監
修 （
岩
崎
書
店
）

『
鼠
、
地
獄
を
巡
る 

』

赤
川 

次
郎
／
著  （KAD

O
KAW

A

）

『
は
じ
め
て
の
哲
学
』

石
井 

郁
男
／
著
　
ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ
／
画（
あ
す
な
ろ
書
房
）

プ
ラ
ト
ン
の「
イ
デ
ア
論
」、
デ
カ
ル
ト
の「
方
法

序
説
」
…
。
14
人
の
哲
学
者
の
人
生
を
た
ど
り

な
が
ら
、
そ
の
思
想
を
学
ぶ
哲
学
入
門
書
。

昼
は
甘
酒
売
り
、
夜
は
大
泥
棒
と
い
う
2
つ
の

顔
を
持
つ
鼠
小
僧
次
郎
吉
。
妹
の
小
袖
と
温
泉

に
や
っ
て
き
た
次
郎
吉
だ
が
、
女
湯
で
侍
が
殺

さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
…
。

ル
ル
と
ラ
ラ
の
よ
う
な
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
ろ

う
!  
小
さ
な
お
菓
子
屋
さ
ん
が
舞
台
の
「
ル

ル
と
ラ
ラ
」シ
リ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
レ
シ
ピ

ブ
ッ
ク
。

このほかの新着図書は、『図

書館新着だより』（毎月上

旬発行・館内にて配布）を

ご覧ください。『図書館新

着だより』は、市ホームペー

ジからもご覧いただけま

す。

【駐車場のご案内】
土・日・祝祭日は、隣接す

る（株）青工様、下北建設業

協会様のご厚意で両社の

駐車場が利用できます。

問市立図書館(28-3500

H  http://www.city.mutsu.lg.jp

◆
移
動
図
書
館
車
運
行
開
始

　

移
動
図
書
館
車「
ほ
ほ
え
み
号
」は
、
図

書
館
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
（
学
校
な
ど
）

へ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
運
行
し
て

い
ま
す
。
運
行
コ
ー
ス
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
巡
回
で
き
な
い
地
域
の
方

は
、
最
寄
り
の
巡
回
場
所
を
ご
利
用
い
た

だ
く
か
、
図
書
館
本
館
、
川
内
・
大
畑
・

脇
野
沢
分
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
曜
シ
ネ
マ 

〈
い
つ
〉

５
月
８
日（
日
）午
後
2
時
～
（
日
本
語
字
幕
版
）

５
月
22
日（
日
）午
後
2
時
～
（
日
本
語
吹
替
版
）

〈
ど
ん
な
〉

 『
バ
ン
テ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
』

（
２
０
０
８
年
・
米
・
ピ
ー
ト
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ス
監
督
）

◆
は
る
の
日
の
お
は
な
し
会

〈
い
つ
〉５
月
14
日（
土
）午
後
2
時
～

〈
ど
ん
な
〉

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
お
は
な
し
の
木
」の
み
な
さ
ん
に

よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。

　

楽
し
い
お
は
な
し
が
た
く
さ
ん
！
家
族

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
講
習
会  

申
込
不
要
・
無
料

〈
い
つ
〉５
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～

※
開
始
時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

5 月 26 日（木）は休館日

２０１６．５ ２０１６．５

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集
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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
１
号
】む
つ
市
行
政
不
服
審
査
条
例

【
議
案
第
２
号
】行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、

同
法
の
規
定
に
基
づ
く
不
服
審
査
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
、
お
よ
び
関
係
条
例
の
整

備
を
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
５
号
】む
つ
市
地
域
基
盤
安
定
化
基
金
条
例

　
　

地
域
住
民
の
連
帯
強
化
、
生
活
基
盤
の
安

定
化
ま
た
は
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
に
活

用
す
る
た
め
、
合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
て

基
金
を
設
置
す
る
も
の

【
議
案
第
８
号
】む
つ
市
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に

お
け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例

　
　

む
つ
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に

お
け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
し
必

要
な
事
項
お
よ
び
特
定
用
途
制
限
地
域
内
建

築
制
限
特
例
許
可
申
請
手
数
料
を
定
め
る
た

め
の
も
の

【
議
案
第
13
号
】む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
市
職
員
の
給
料
月
額
を
減

額
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
14
号
】む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
税
に

係
る
徴
収
の
猶
予
お
よ
び
換
価
の
猶
予
に
係

る
規
定
を
整
備
し
、
並
び
に
減
免
の
申
請
期

限
を
延
長
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
15
号
】む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
均
衡
を
図

る
た
め
、
税
率
を
改
正
す
る
も
の

【
議
案
第
17
号
】む
つ
市
防
災
会
議
条
例
及
び
む
つ

市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、
む
つ
市

防
災
会
議
の
所
掌
事
務
等
を
見
直
す
ほ
か
、
所

要
の
条
文
整
理
を
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
18
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
つ
い
て

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
有
効
期

限
の
延
長
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
む
つ
市
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
を
定
め
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
21
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
費
お

よ
び
地
域
振
興
基
金
費
の
増
額
並
び
に
都
市

計
画
費
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計
操
出
金
お

よ
び
横
迎
町
中
央
２
号
線
整
備
事
業
費
の
減

額
の
ほ
か
人
件
費
の
増
減
調
整
に
よ
る
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
事
業
と
の
関
連
に
よ

る
国
・
県
支
出
金
お
よ
び
市
債
の
増
減
調
整

に
よ
る
も
の

・
補
正
額（
減
額
補
正
）

２
億
６
２
７
０
万
８
０
０
０
円

【
議
案
第
22
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金
の
算
定
方
法

の
改
正
に
伴
い
、
歳
出
で
は
直
営
診
療
施
設

勘
定
繰
出
金
を
、
歳
入
で
は
特
別
調
整
交
付

金
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
） 

８
２
７
３
万
１
０
０
０
円

【
議
案
第
36
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
加
速
化
事

業
費
を
、
歳
入
に
つ
い
て
は
事
業
と
の
関
連

に
よ
り
国
庫
支
出
金
等
を
計
上
す
る
も
の

　
　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
を
ト
リ
ガ
ー
と

し
た
む
つ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

ほ
か
４
事
業
は
、
年
度
内
の
完
了
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
繰
越
明
許
費
を
追
加
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
） 

７
０
９
５
万
５
０
０
０
円

【
報
告
第
２
・
３
・
５
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

　

平
成
27
年
10
月
19
日
に
発
生
し
た
自
動
車

損
傷
事
故
（
報
告
第
２
号
）、
平
成
27
年
11
月
24

日
に
発
生
し
た
自
動
車
損
傷
事
故
（
報
告
第
３

号
）、
平
成
27
年
12
月
28
日
に
発
生
し
た
自
動

車
事
故
（
報
告
第
５
号
）つ
い
て
、
和
解
し
、
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の

【
報
告
第
４
・
７
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告

及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

道
路
等
の
除
排
雪
費
用
に
多
額
の
経
費
を
要

し
た
こ
と
か
ら
除
排
雪
委
託
料
に
係
る
関
係
予

算
を
専
決
処
分
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

　
　

報
告
第
４
号　

１
億
５
０
０
０
万
円

　
　

報
告
第
７
号　

１
億
５
０
０
０
万
円

【
報
告
第
６
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
に
係
る
関
係
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の

（
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
繰
越
明
許
費
を
設
定
）

・
補
正
額（
増
額
補
正
） 

２
億
８
６
４
１
万
５
０
０
０
円

【
議
員
提
出
議
案
第
１
号
】む
つ
市
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

次
の
む
つ
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
む
つ

市
議
会
議
員
の
定
数
を
22
人
に
改
め
る
た
め
の

も
の

※
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各
会
計
予
算
に

お
け
る
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
22
・
23
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

むつ市議会だより
－第 227 回定例会－  平成 28 年 2 月 24 日～ 3 月 18 日

　むつ市議会第 227 回定例会が、去る 2 月 24 日から 3 月 18 日までの 24 日間の会期で開かれました。
　今定例会では 36 議案・7 報告・1 議員提出議案が上程され、審議の結果、それぞれ可決・同意・承認・報告されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介します。

編集 むつ市議会広報広聴委員会
発行 むつ市議会
青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　(22-1111

議会だより
２０１６．５

問 むつ市消費生活センター（産業振興課内）
☎ 22-1353（直通）

〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉
 全国共通消費者ホットライン　☎局番なし 188

消費生活センターだより

　

置
き
薬
と
も
呼
ば
れ
る
配
置
薬
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
役
に
立
つ
う
え
、
薬
を
切
ら
す
事
が

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、「
断
っ
た
の
に
強
引
に
置
い
て
行
っ
た
。」

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

配
置
薬
は
定
期
的
に
担
当
者
が
訪
問
し
、

使
用
し
た
分
の
医
薬
品
代
を
精
算
し
て
、
そ
の

際
に
不
足
し
た
医
薬
品
を
補
充
す
る
仕
組
み
で

す
。
医
薬
品
や
薬
箱
は
、
業
者
か
ら
預
か
っ
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
勝
手
に
処
分
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
医
薬
品
の
使
用
期
限
が
切
れ
そ

う
だ
か
ら
と
、
勝
手
に
処
分
し
て
し
ま
う
と
医

薬
品
の
代
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
判
断
で
処
分
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
、「
私
の
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
。」な
ど
と
泣
き
落
と
し
を
し
て
、
断
る
隙

を
与
え
ず
に
薬
箱
を
置
い
て
逃
げ
る
よ
う
に
立

ち
去
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
に
事
業
者
に
連
絡
を

し
て
、
引
き
取
り
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
配
置
薬
の
契
約
を
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
、
８
日

間
は
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
自
ら
開
封
し
て
使
用
し
た
分
は
代
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

引
き
取
り
を
申
し
出
て
も
な
か
な
か
取
り
に

来
な
い
場
合
な
ど
、
お
困
り
の
と
き
は
む
つ
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

配置薬は勝手に処分しないで！
Vol.45

春

夏

秋

冬

短　歌

か
え
り
来
ぬ
亡つ

ま夫
を
想
ひ
て
握
り
し
む
筆
の
穂
先
の
墨
に
じ
む
夜
半

山　

本　

博　

子

春
の
野
に
薊
あ
ざ
み

芽
ぐ
む
を
摘
み
ゆ
け
ば
蟇ひ
き

目
覚
む
る
か
不
意
に
飛
び
出
づ

若　

木　

幸　

子

春
の
香
を
ふ
ん
は
り
ま
と
ひ
縮
緬
雛
来
さ
ま
い
館
に
人
の
賑
は
ふ

津　

田　

美　

代

春
浅
き
庭
の
残
雪
融
け
ゆ
き
て
木
々
の
枝
先
陽
射
し
温
か

中　

村　

勢　

子

俳　句

団
子
投
げ
伝
統
守
る
涅
槃
寺

井　

戸　

房　

枝

靴
音
の
響
き
去
る
道
冴
返
る

寺　

岡　

洋　

子

節
分
や
中
国
産
の
落
花
生

久
保
田　

和
加
子

種
袋
ふ
っ
て
明
る
き
音
を
買
ふ

菖
蒲
川　

タ
カ
エ

春
嵐
大
社
の
千
の
絵
馬
鳴
ら
す

萬　

年　

和　

子

次
の
世
も
こ
の
子
を
産
み
た
し
蜆
汁

佐　

藤　

功　

子

春
の
闇
眼め

あ

な窩
の
光
る
鬼
の
面

川　

口　

巖　

渓

本
堂
は
工
事
中
な
り
入
彼
岸

宮　

下　

る
り
子

淡
雪
や
安
売
野
菜
繁
昌
す

菊　

池　

嘉　

任

棟
上
げ
の
槌
の
こ
だ
ま
や
雪
解
光

戸　

川　

美
重
子

川　柳

し
が
ら
み
を
思
い
切
り
た
い
そ
れ
ぞ
れ
に

織　

田　

澄　

香

私
へ
御
祝
儀
の
よ
う
に
昇
る
月

高　

橋　

星　

湖

漆
喰
が
ど
ん
と
聳
え
る
白
鷺
城

堀　

切　

の
ぼ
る

さ
り
気
な
く
正
し
て
く
れ
る
人
が
好
き

山
田　

す
き
ま
風

2 月の値 前年同月 （前年同月比）
総排出量 1,781 t 1,719 t （＋ 62t）
資源回収量 154 t 166 t （－ 12t）
資源回収割合 8.6 % 9.7 % （－ 1.1 ポイント）

市民 1 人 1 日
の排出量

1,012 g 1,000 g （＋ 12g）

むつ市月間
ごみ総排出量 平成 28 年 2 月分　市環境政策課調べ

目指せ ごみ減量　資源回収にご協力を！

【参考】Ｈ 25 　1 人 1 日あたりの排出量
　　　　　　　　全国 平均 958g/ 日　青森県平均 1,069g/ 日

２０１６．５

３
月
号
・
４
月
号
掲
載
の
短
歌
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
啼
く
も
せ
ず
羽
音
も
た
て
ず
冬
陽
さ
す
庭
を
横
切
り
烏
二
羽
ゆ
く
」

「
朱
の
色
の
橇
に
灯
油
の
ポ
リ
タ
ン
ク
揺
ら
し
て
雪
道
老
ひ
と
り
行
く
」で
し
た
。

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集
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【
議
案
第
５
号
】む
つ
市
地
域
基
盤
安
定
化
基
金
条
例

○
質
疑　

合
併
特
例
債
に
は
期
限
が
あ
る
が
、

基
金
も
同
様
か
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
と
し

て
事
業
に
使
用
す
る
の
と
、
基
金
に
積
み
立

て
た
後
に
事
業
に
使
用
す
る
場
合
の
違
い
は
。

○
答
弁　

合
併
特
例
債
活
用
の
期
限
は
、
充
当

の
場
合
と
基
金
積
立
の
場
合
も
、
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
て
い
る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」の
計

画
期
間
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
を
直
接
事
業
に

充
当
す
る
場
合
は
、
活
用
期
限
を
平
成
31
年

ま
で
に
限
定
さ
れ
、
使
い
途
は
市
道
整
備
や

学
校
等
の
ハ
ー
ド
事
業
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
に
対
し
基
金
に
積
み
立
て
た
後
に
活

用
す
る
場
合
は
、
ハ
ー
ド
事
業
の
ほ
か
ソ
フ

ト
事
業
へ
の
充
当
が
可
能
で
幅
広
く
活
用
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
基
金
の
積
立
に
係
る
合

併
特
例
債
の
発
行
期
限
は
平
成
31
年
度
で
あ

る
も
の
の
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
た
も
の

に
つ
い
て
は
平
成
32
年
度
以
降
に
お
い
て
も

運
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
８
号
】む
つ
市
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に

お
け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例

○
質
疑　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
。

○
答
弁　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
街
地
の
拡
大

に
つ
な
が
る
大
規
模
小
売
店
舗
等
の
立
地
が

制
限
さ
れ
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
都
市

機
能
の
維
持
管
理
費
の
発
生
を
防
ぎ
、
人
口

減
少
社
会
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
、

す
な
わ
ち
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
13
号
】む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

人
件
費
削
減
額
を
い
く
ら
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
削
減
は

考
え
て
い
な
い
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

○
答
弁　

３
％
の
減
額
に
よ
り
７
３
６
２
万

　

４
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
お
り
50
％
の
管
理

　

職
手
当
減
額
分
を
含
め
る
と
９
５
８
６
万

　

１
０
０
０
円
と
な
る
。

　
　

こ
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
は
職
員
組
合
と

の
交
渉
の
結
果
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
毎

年
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
長

く
て
も
３
年
で
終
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
15
号
】む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

今
回
の
引
き
上
げ
理
由
は
平
成
26
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
国
保
財
政
の
収
支
均

衡
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
国
保
税

の
引
き
上
げ
は
な
い
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

○
答
弁　

こ
の
度
の
税
率
改
正
は
平
成
25
年
度

に
策
定
し
た
「
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
財
政
健

全
化
指
針
」に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
４
か
年
の
収
支
均
衡
を
図

る
た
め
最
低
限
度
必
要
な
額
を
確
保
し
、
国

保
の
安
定
し
た
財
政
運
営
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
少
な
く
と
も
平
成
29
年
度
ま
で
は
引

き
上
げ
は
な
い
が
、
平
成
30
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
県
単
位
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
の
保
険
税
率
に
つ
い
て
は
、
医
療
費

水
準
、
所
得
水
準
、
年
齢
構
成
お
よ
び
保
健

事
業
費
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
県
が
示
す

標
準
保
険
料
率
を
基
準
と
し
て
各
市
町
村
が

定
め
る
こ
と
と
な
る
。

【
議
案
第
21
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

○
質
疑　

９
１
７
７
万
５
０
０
０
円
の
臨
時
財
政

対
策
債
を
計
上
し
て
い
る
が
、
総
額
は
い
く
ら
に

な
り
、
返
済
の
目
途
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

今
回
の
補
正
予
算
で
計
上
し
た

９
１
７
７
万
５
０
０
０
円
を
含
め
る
と
、
今
年

　

度
は
10
億
６
１
７
７
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、

　

こ
れ
ま
で
の
累
積
発
行
額
は
１
６
５
億

　

７
９
７
８
万
６
０
０
０
円
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
償
還
済
額
は
39
億
８
３
０
３
万
６
０
０
０

円
で
、
残
高
は
１
２
５
億
９
６
７
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
の
地
方
交

付
税
と
し
て
交
付
す
べ
き
財
源
が
不
足
し
た

際
に
穴
埋
め
と
し
て
該
当
す
る
地
方
公
共
団

体
自
ら
に
地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度
で
、

償
還
に
要
す
る
費
用
は
後
年
度
の
地
方
交
付

税
で
１
０
０
％
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実
質
的

に
は
地
方
交
付
税
の
代
替
財
源
と
し
て
見
て

差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
普
通
建
設
事
業
に
係
る
起
債

残
高
が
減
少
す
る
中
、
こ
の
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
加
に
よ
る
、
公
債
費
と
市
債
の
現
在
高
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況
に
加
え
財
政
の
硬
直

化
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
を
抑
制
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
発
行
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
議
案
第
27
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算

○
質
疑　

予
算
編
成
に
お
い
て
、
財
政
の
健
全

化
を
最
重
点
事
項
と
し
、
事
業
の
抜
本
的
な

見
直
し
も
含
め
た
徹
底
し
た
緊
縮
財
政
を
基

本
と
し
た
と
あ
る
が
、
見
直
し
た
事
業
お
よ

び
廃
止
し
た
事
業
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
見
直
し
に
よ
り
ど
れ
く
ら
い
の

削
減
効
果
が
あ
る
の
か
。

○
答
弁　

主
な
見
直
し
項
目
と
し
て
は
、
事
業
実

施
年
度
の
延
伸
や
事
業
規
模
の
縮
小
等
に
よ
る

普
通
建
設
事
業
費
の
抑
制
、
ま
た
、
基
金
の
繰

替
運
用
等
に
よ
り
一
時
借
入
金
を
削
減
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直
し
と

し
て
、
利
用
状
況
等
に
基
づ
き
開
設
日
お
よ
び

時
間
の
調
整
、
施
設
機
能
の
集
約
化
、
委
託
業

務
内
容
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
施
設
管
理
運

営
費
を
削
減
し
た
ほ
か
、
む
つ
下
北
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
改
修
や
業
務
シ
ス
テ
ム
系
サ
ー

バ
ー
機
器
の
集
約
等
に
よ
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム

関
連
の
管
理
経
費
を
削
減
、
さ
ら
に
街
路
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
よ
り
電
気
料
お
よ
び
修
繕
費
の

削
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

廃
止
す
る
事
業
と
し
て
は
、
川
内
於
法
岳

ス
キ
ー
場
運
営
事
業
の
ほ
か
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
貸
出
事
業
、
蜂
の
巣
駆
除
事
業
、
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
改
善
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
廃

止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

全
て
の
事
業
に
お
い
て
、
検
討
、
見
直
し
を

行
な
っ
た
結
果
、
財
源
対
策
額
は
、
前
年
度
比

較
で
約
１
億
９
０
０
０
万
円
の
削
減
と
な
っ
た
。

議
員
提
出
議
案

【
議
員
提
出
議
案
第
１
号
】

　

む
つ
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

討
論（
反
対
討
論
）

　

以
下
の
６
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

○
議
案
第
13
号　

む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
15
号　

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
27
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
予
算

○
議
案
第
28
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
議
案
第
34
号　

平
成
28
年
度
む
つ
市
水
道
事

業
会
計
予
算

○
議
員
提
出
議
案
第
１
号　

む
つ
市
議
会
議
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。今定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

改革改新 公明・政友会 自民クラブ 市誠クラブ 創世むつ 会派に属しない議員

　　　　　　　　　　会派名
　　　　　　　　　　議員氏名

　議案名

斉
　
藤
　
孝
　
昭

冨
　
岡
　
幸
　
夫

村
　
中
　
徹
　
也

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

鎌
　
田
　
ち
よ
子

白
　
井
　
二
　
郎

中
　
村
　
正
　
志

野
　
呂
　
泰
　
喜

濵
　
田
　
栄
　
子

佐
々
木
　
　
　
肇

浅
　
利
　
竹
二
郎

石
　
田
　
勝
　
弘

菊
　
池
　
広
　
志

東
　
　
　
健
　
而

佐
　
賀
　
英
　
生

大
　
瀧
　
次
　
男

半
　
田
　
義
　
秋

富
　
岡
　
　
　
修

原
　
田
　
敏
　
匡

山
　
本
　
留
　
義

佐
々
木
　
隆
　
徳

工
　
藤
　
祥
　
子

横
　
垣
　
成
　
年

目
　
時
　
睦
　
男

川
　
下
　
八
十
美

◆議案第 13 号  むつ市職員の給与の特例
に関する条例の一部を改正する条例

◆議案第 15 号  むつ市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例

◆議案第 27 号  平成 28 年度むつ市一般
会計予算

◆議案第 28 号  平成 28 年度むつ市国民
健康保険特別会計予算

◆議案第 34 号  平成 28 年度むつ市水道
事業会計予算

原案
可決 22：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆議員提出議案第 1 号  むつ市議会議員
定数条例の一部を改正する条例

原案
可決 23：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第 117 条の規定により、審議事件と一定の利害関
係を有するため審議に参与することができない者）、議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない　（全議員 26 名　採決対象議員数 25 名）

◆議案第 10 号  むつ市特別職職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例

◆議案第 11 号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に
関する条例の一部を改正する条例　

◆議案第 12 号  むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

◆議案第 14 号  むつ市税条例の一部を改正する条例
◆議案第 16 号  むつ市指定地域密着型サービスの事業及び

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例及びむつ市介護老人
保健施設条例の一部を改正する条例

◆議案第 17 号  むつ市防災会議条例及びむつ市災害対策本
部条例の一部を改正する条例

◆議案第 18 号  むつ市過疎地域自立促進計画について
◆議案第 22 号  平成 27 年度むつ市国民健康保険特別会計補

正予算
◆議案第 23 号  平成 27 年度むつ市下水道事業特別会計補正

予算
◆議案第 24 号  平成 27 年度むつ市公共用地取得事業特別会

計補正予算
◆議案第 25 号  平成 27 年度むつ市魚市場事業特別会計補正

予算
◆議案第 26 号  平成 27 年度むつ市水道事業会計補正予算
◆議案第 29 号  平成 28 年度むつ市後期高齢者医療特別会計

予算
◆議案第 30 号  平成 28 年度むつ市介護保険特別会計予算
◆議案第 31 号  平成 28 年度むつ市下水道事業特別会計予算
◆議案第 32 号  平成 28 年度むつ市公共用地取得事業特別会

計予算
◆議案第 33 号  平成 28 年度むつ市魚市場事業特別会計予算
◆議案第 35 号  むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例
◆議案第 36 号  平成 27 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第１号  専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ

とについて（むつ市税条例等の一部を改正する条例の一部
を改正する条例）

→

全会一致で原案可決 ･ 同意 ･ 承認となった案件及び報告のみ
の案件：３月 10 日採決　【除斥：佐々木隆徳（議案第 19 号）、
採決時不在３：川下八十美（議案第 21 号）、冨岡幸夫（報告第
２号～７号）、村中徹也（議案第 21 号、報告第２号～７号）】
◆議案第 19 号  むつ市監査委員に選任する者につき同意を

求めることについて
◆議案第 20 号  人権擁護委員の候補者に推薦する者につき

意見を求めることについて
◆議案第 21 号  平成 27 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第２号  専決処分した事項の報告について（和解及び

損害賠償の額を定めることについて）
◆報告第３号  専決処分した事項の報告について（和解及び

損害賠償の額を定めることについて）
◆報告第４号  専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ

とについて（平成 27 年度むつ市一般会計補正予算）
◆報告第５号  専決処分した事項の報告について（和解及び

損害賠償の額を定めることについて）
◆報告第６号  専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ

とについて（平成 27 年度むつ市一般会計補正予算）
◆報告第７号  専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ

とについて（平成 27 年度むつ市一般会計補正予算）

全会一致で原案可決 ･ 承認となった案件：３月 18 日採決　【採
決時不在１： 村中徹也（議案第１号～４号まで）】
◆議案第１号  むつ市行政不服審査条例
◆議案第２号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例
◆議案第３号  むつ市職員の退職管理に関する条例
◆議案第４号  地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
◆議案第５号  むつ市地域基盤安定化基金条例
◆議案第６号  むつ市地域福祉計画策定委員会条例
◆議案第７号  むつ市消費生活センターの組織及び運営等に

関する条例
◆議案第８号  むつ市特定用途制限地域内における建築物等

の用途の制限に関する条例
◆議案第９号  むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例

議会だより
２０１６．５

議会だより
２０１６．５



( 2 2 )( 2 3 )

★
燧
岳
周
辺
地
域
地
熱
開
発
関
連
事
業
費

○
質
疑　

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
事
業
に
９
割
く

ら
い
の
補
助
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
こ
れ
く
ら
い
の
高
い
割
合
で
補
助
金

が
来
る
の
か
。

　
　

燧
岳
の
事
業
の
中
で
燧
岳
地
熱
大
学
を
開

催
と
あ
る
が
、
そ
の
事
業
の
中
身
は
。

○
答
弁　

新
年
度
の
約
４
億
８
０
０
０
万
円
の
補

助
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
独
立
行
政
法
人
石
油
天

然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
）か
ら
で
、
今

回
の
掘
削
調
査
ま
で
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

大
学
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
研

究
会
等
を
開
催
し
て
き
た
が
、
一
方
的
に

情
報
を
伝
え
る
講
演
等
で
は
な
く
、
今
後
は

こ
れ
を
少
し
広
げ
た
形
で
地
元
町
内
会
、
温

泉
事
業
者
や
一
般
の
市
民
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の

２
次
、
３
次
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

と
い
う
主
旨
で
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

★
本
庁
舎
屋
上
防
水
改
修
工
事
費

○
質
疑　

現
在
の
庁
舎
と
な
っ
て
７
年
ほ
ど
と
思

わ
れ
る
が
移
転
時
に
工
事
は
や
っ
て
い
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、今
後
の
改
修
工
事
の
予
定
は
。

○
答
弁　

庁
舎
移
転
時
に
屋
上
防
水
シ
ー
ト
は

改
修
し
て
い
な
か
っ
た
。
庁
舎
の
建
物
は
竣

工
後
20
年
が
経
過
し
て
平
成
25
年
度
か
ら
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
状
況
も
考
慮
し
２
か
年
で
の
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
改
修
予
定
に
つ
い
て
は
、
自
動
火

災
報
知
器
や
冷
温
風
吹
き
出
し
口
の
更
新
等

挙
げ
ら
れ
る
。　

★
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
事
業
費

○
質
疑　

新
年
度
の
予
算
１
５
８
６
万
６
０
０
０

　

円
は
協
議
会
の
負
担
金
だ
と
思
う
が
、
認
定

の
見
回
り
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
も
市
民
か

ら
の
通
報
や
苦
情
等
を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
。

　
　

パ
チ
ン
コ
を
す
る
こ
と
が
イ
コ
ー
ル
不
正

受
給
と
は
な
か
な
か
な
ら
ず
、
最
低
生
活
を

脅
か
さ
な
い
よ
う
な
扶
助
費
の
消
費
を
指
導

し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
な
不
正
受
給
者
対
策
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

★
健
康
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

○
質
疑　

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
習
等
の
詳

細
と
想
定
さ
れ
る
経
費
に
つ
い
て
。　

○
答
弁　

主
に
現
役
世
代
を
対
象
に
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
補
助
事
業
で
あ
り
、
平
成
28
年

３
月
に
実
施
し
た
す
こ
や
か
隊
員
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
講
し
修
了
し
た
方
が
新
年
度
に

お
い
て
健
康
活
動
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
助

成
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
　

す
こ
や
か
隊
員
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
北

文
化
会
館
で
時
間
は
１
日
の
コ
ー
ス
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
の
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
方
が

地
域
や
職
場
、
グ
ル
ー
プ
等
で
い
ろ
い
ろ
な

健
康
活
動
を
行
い
、
そ
の
活
動
の
申
請
に
対

し
て
助
成
を
す
る
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

★
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
管
理
運
営
費

○
質
疑　

建
設
後
何
年
経
過
し
、
年
間
ど
れ
だ

け
の
利
用
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
施

設
の
方
向
性
は
ど
う
な
る
の
か
。

○
答
弁　

昭
和
46
年
に
建
築
さ
れ
今
年
で
45
年

目
を
迎
え
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。
利
用

状
況
は
26
年
度
で
８
１
２
９
名
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　

今
後
は
市
の
施
設
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
検
討
の
中
で
老
朽
化
し
た
施
設

の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

★
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
事
業

○
質
疑　

新
年
度
は
小
・
中
学
校
通
学
路
の
安

全
確
保
の
た
め
増
設
す
る
と
あ
る
が
、
何
基

ぐ
ら
い
増
設
す
る
の
か
。
ま
た
平
成
28
年
度

で
全
て
終
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

○
答
弁　

設
置
場
所
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
４
月
中
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
５
月
中
に
最
優
秀
提
案
者
を
決

定
し
６
月
中
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ（
エ
ス
コ
）契
約
を
締

結
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
工
事
を
10
月
頃
ま
で
に
行
い
、

最
終
的
に
は
11
月
１
日
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
予
定
で
考
え
て
い
る
。

★
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業
費

○
質
疑　

全
国
的
に
公
園
の
施
設
が
老
朽
化
し
、

当
市
で
は
運
動
公
園
、
金
谷
公
園
を
中
心
に

更
新
を
行
う
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画

と
な
る
の
か
。

○
答
弁　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
都
市
公
園
の
遊
具

等
の
更
新
を
図
る
も
の
で
、
平
成
32
年
度
ま

で
の
５
か
年
で
、
遊
具
、
ト
イ
レ
、
噴
水
等

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

新
年
度
は
利
用
頻
度
の
高
い
む
つ
運
動
公

園
の
遊
具
お
よ
び
金
谷
公
園
の
遊
具
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
河
川
維
持
費

○
質
疑　

有
志
の
団
体
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草

刈
り
等
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
市
内
で

何
団
体
が
活
動
し
て
い
る
か
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
か
ら
道
路
・
水
辺
の
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
、
現
在
７
団
体
の
登

録
を
い
た
だ
き
、
毎
年
、
河
川
、
道
路
脇
の

草
刈
り
等
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

道
具
や
燃
料
等
も
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

対
応
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
状
況

等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お
り
、
今

後
、
広
報
む
つ
等
で
の
広
報
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
小
学
校
整
備
事
業
費

○
質
疑　

苫
生
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
と
あ

る
が
、
今
後
の
計
画
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

○
答
弁　

現
在
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
、

小
学
校
で
38
％
、
中
学
校
で
28
％
で
あ
り
、
教

職
員
用
も
含
め
る
と
全
体
で
36
％
で
青
森
県
全

体
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
化
を
望
む
声
は
年
々

大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
学
校
の
老
朽
化

に
よ
る
各
種
改
修
工
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
毎
年
少
し
ず
つ
洋
式
ト
イ
レ
に
変

更
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
新
体
育
館
整
備
事
業
費

○
質
疑　

総
事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
で
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら
い
と
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

の
予
定
は
ど
う
な
る
の
か
。

○
答
弁　

平
成
27
年
度
は
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
概
算
で
総
事

業
費
は
約
40
億
円
と
積
算
し
て
い
る
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
積
算
は
ま
だ
で
き
て
お
ら
ず
、

平
成
28
年
度
以
降
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
で

明
ら
か
に
な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

補
助
金
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
度
予
算
で

は
地
方
債
、
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て
い
る

が
、
今
後
、
建
設
に
向
け
他
の
補
助
金
や
交

付
金
等
を
得
る
た
め
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　平成 28 年度の一般会計・特別会計・企業会計の各予算は、議長を除く全議員で構成された
予算審査特別委員会（委員長：菊池光弘議員・副委員長：原田敏匡議員）の場で審査されました。
このページでは、予算審査特別委員会での質疑内容について、その一部をご紹介します。
　予算審査特別委員会の審査の結果は、一般会計予算および国民健康保険特別会計予算、水
道事業会計予算については、それぞれ委員１名より反対討論がありましたが、賛成多数で可決
すべきものと決定し、ほかの特別・企業会計予算については、全会一致で可決すべきものと決
定いたしました。（平成 28 年度のむつ市の予算の概要につきましては、広報むつ４月号（3 月
25 日発行）または、市ホームページをご覧ください。）

予算審査特別委員会予算審査特別委員会 予算審査特別委員会での審査内容についてご紹介します。予算審査特別委員会は 3 月 10 日、11 日、14 日に開催されました。

予算審査特別委員会
菊池 光弘 委員長

－特別会計についての審査状況－
★国民健康保険特別会計　
○質疑　被保険者の減少により保険給付費が 2 億 5000 万円ほど

減っているが、それ以外の市の健康増進の取り組みが反映され
たと考えているか。

○答弁　一人当たりの医療費はおよそ 25 万円程度で 1000 人ほど
被保険者が減少していることが大きな要因ではあるが、ジェネ
リック医薬品の普及が平成 27 年 11 月現在で 57％と国の指標
とする 60％に迫る数字となっていることと、その他にも、昨年
の春から実施した健康マイレージ事業などの健康増進事業の取
り組みなどにより、きちんとした調査をしているわけではない
が診療実日数も少し下がってきていることが要因になっている
のではと考えている。

★介護保険特別会計
○質疑　財政調整基金繰入金が 2900 万円ほど増えて 7000 万円ほ

どとなっているが、現在の基金残高と今後の対応はどうなるのか。
○答弁　平成 26 年度決算時の財政調整基金は約２億円で、これ

から 7000 万円を繰り入れすると１億 3000 万円の残となる。こ
れについては平成 29 年度までの第６期計画の中での繰入総額
の範囲内であり、今後の対応については、平成 30 年度からの
第７期計画の中で基金の在り方や保険料の改定等も併せて検討
していくこととなる。

★下水道事業特別会計
○質疑　平成 28 年度予算のうち事業収入１億 4500 万円であるが

普及率はどれくらいとなっているのか。また、歳出のうち総務
管理費が 2 億 2400 万円で、管理費といってもいろいろあると

特別会計等の内訳

会計名 予算額 前年度比
国民健康保険特別会計 78 億 264 万 5000 円 4.5％減

後期高齢者医療特別会計 4 億 7,872 万 3000 円 4.5％減

介護保険特別会計 61 億 2,898 万 9000 円 2.5％増

下水道事業特別会計 14 億 2,516 万 9000 円 8.7％減

公共用地取得事業特別会計 198 万 9000 円 99.1％減

魚市場事業特別会計 7 億 6,224 万 4000 円 152.1％増

水道事業会計 39 億 236 万 2000 円 10.1％増

平成 28 年度 むつ市一般会計予算 329 億 1,400 万円を可決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 前年度比 1.7％の増 ）
　・特 別 会 計　　165 億 9,975 万 9000 円　前年度比   0.8％の減
　・水道事業会計　 39 億     236 万 2000 円　前年度比 10.1％の増

さ
れ
た
場
合
に
追
加
の
補
正
予
算
等
が
計
上

さ
れ
る
の
か
。

○
答
弁　

予
算
の
中
身
は
負
担
金
５
０
０
万
円

の
ほ
か
、
認
定
以
後
の
事
業
の
推
進
等
も
考

慮
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
員
の
報
酬
、
旅
費
等
、

そ
の
他
の
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

新
年
度
は
こ
の
予
算
の
中
で
事
業
を
進
め

て
い
く
予
定
で
補
正
等
は
考
え
て
い
な
い
。

★
エ
フ
エ
ム
む
つ
放
送
エ
リ
ア
拡
大
事
業
補
助
金

○
質
疑　

合
併
後
10
年
が
経
過
し
た
が
、
難
聴

地
域
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

○
答
弁　

現
在
の
世
帯
の
カ
バ
ー
率
は
84
・
３
％

で
、
難
聴
地
域
は
、
川
内
地
区
で
は
湯
野
川
・

畑
、
大
畑
地
区
は
赤
川
・
奥
薬
研
・
薬
研
、

脇
野
沢
地
区
で
は
九
艘
泊
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

ほ
か
に
一
部
難
聴
区
域
と
し
て
川
内
地
区

は
蠣
崎
・
宿
野
部
・
戸
沢
、
大
畑
地
区
は
木

野
部
、
脇
野
沢
地
区
で
は
小
沢
・
蛸
田
と
な

り
、
こ
の
区
域
に
つ
い
て
は
事
業
者
と
カ
バ
ー

率
を
増
や
す
よ
う
適
宜
協
議
し
て
い
る
。

★
公
立
保
育
所
解
体
撤
去
工
事
費

○
質
疑　

解
体
工
事
費
の
内
訳
は
。
ま
た
、
市

の
施
設
で
統
廃
合
し
た
学
校
等
、
ま
だ
ま
だ

解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
が
あ
る
と

思
う
が
、
こ
の
度
さ
っ
そ
く
保
育
所
を
解
体

す
る
理
由
は
。　

○
答
弁　

こ
の
撤
去
費
用
は
横
迎
町
保
育
所
と

新
町
保
育
所
で
、
こ
の
２
か
所
は
借
地
で
賃

借
料
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
早
期
の
解
体

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
★
生
活
保
護
費

○
質
疑　

不
正
受
給
者
対
策
と
し
て
見
回
り
対
策

を
す
る
な
ど
の
報
道
が
あ
る
が
、当
市
の
対
策
は
。

○
答
弁　

新
聞
報
道
等
の
あ
っ
た
パ
チ
ン
コ
店思うが、これを賄うためにはどれだけの普及率が必要なのか。

○答弁　平成 28 年度の接続率は 48.1％を見込んでいる。また、総
務管理費を賄うとなると下水処理場等の維持管理費を賄うことと
なり、60％を目指すことになるが、今の整備面積では足りず、今
後 350 ヘクタールの整備が必要となってくるものと考えている。

★水道事業会計　
○質疑　平成 28 年度の予算は値上げが反映された予算なのか。

また、値上げの総額と地域、対象の人数は何人になるのか。
○答弁　平成 28 年５月が料金統一の最終改定期日となっている

ことから、改定後の料金を反映した予算となっている。
　　改定の地域は旧大畑町地区で、平成 28 年２月の実績による

と 3105 件が改定となる予定で、税込みで 1531 万円の影響額
となる。各戸の用途や口径により増額とならない世帯も 43％あ
るが、平均的なモデルケースで月額 211 円の負担増となる。

議会だより
２０１６．５

議会だより
２０１６．５
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●質問　タバコ・「敷地内全
面禁煙」の敷地の範囲と
は。

●答弁　本庁舎、川内・大畑・脇野沢の各
庁舎、学校教育施設、図書館、公営企業
局等々の駐車場を含む全ての敷地が対象。
他の市有地や指定管理施設には、今後利
用者の意見等、状況を考慮しながら市の
取り組みにご理解を得て協力を要請する

●質問　タバコ・「敷地内全面禁煙」の目的
と喫煙者対策について。

●答弁　健康づくり宣言の推進および健康
増進法に基づく受動喫煙防止の観点から、
まず市役所職員が敷地内禁煙を率先する
ことで健康意識の模範となれるような措
置を講ずることとした。健康意識向上を
目的としているため罰則規定は設けない
こととし、また市職員採用時の条件にも
しない。

●質問　高齢者世帯の見
守りには地域の絆が必
要と思うが今後の対策を問う。

●答弁　リーダーを育成し、町内会単位
で簡単な体操やヨガ等、健康寿命を延
ばす取り組みや、直接人とふれあう交
流の場を増やしていきたいと思う。

●質問　若者のひきこもり問題につい
て、就職活動や人間関係のつまずきも
一定の割合を占めているが、今後の対
策を問う。

●答弁　県内民間支援団体の調査では、
社会からの疎外感や将来への不安を訴
える声があり、気軽に相談できる窓口
を求める意見が多かった。県と連携を
取り相談しやすい環境を整えていく。

※上記のほか「ジオパークについて」、
「国際交流について」 の質問がありま
した。

● 質 問　現在、早掛沼公園
内の歩道は舗装されておら
ず、車椅子を必要とする方には多目的トイ
レまでの道程も困難であることから「早掛沼
公園のバリアフリー化」について要望する。

●答弁　新たに障害者駐車スペースを設け、
多目的トイレまでの園路の補修を行う。
園路の整備については来年度から着手す
るみどりの基本計画を策定する中で、早
掛沼公園も含めたむつ市全体の公園整備
の在り方について、人口減少と持続可能
な財政運営を踏まえながら検討していく。

●質問　地酒による乾杯条例制定について。
●答弁　地酒だけではなく、特産品も含め
た条例制定に向け着手しており、新設す
るシティプロモーション推進課にて継続
して検討作業を行う。

※上記のほか「財政について」 の質問があ
りました。

村中 徹也 議員濵田 栄子 議員原田 敏匡 議員

●質問　新体育館は国体の
公式試合もできるととも
に、同時に国体の競技も誘致すべきと
思うが。

●答弁　新体育館については、国体も含
め公式試合ができるような施設にした
いと考えており、また、開催地となる
べく努力もしていく。

●質問　各分庁舎を２部門にする理由に
ついて。

●答弁　各分庁舎には産業建設、市民福
祉、管理の３課があるが、改編により、
産業建設課が担う産業、経済、建設分
野の施策部分を本庁舎に集約し、市全
体を見据えた施策展開をする。大畑地
区に建設中の新魚市場を除き、分庁舎
が所管する 81 施設の管理運営を本庁
舎に移管する。分庁舎をなくすことは
想定していない。

●質問　ひとり親の児童も
一般児童と同様に医療費
現物給付の実現をすべき。

●答弁　ひとり親家庭が困難な状態にあ
るのは承知している。現物給付には国
保会計の補助金削減を伴い、国・県の
動向を見ながら研究する。

●質問　病気回復期に保育園、学校等を
休む等に利用できるファミリーサポー
ト支援を、旧むつ市地区以外でも利用
できるように拡充すべき。

●答弁　働く親への子育て支援事業とし
て周知に努め支援したい。

●質問　分庁舎組織の改革で住民への影
響は。

●答弁　産業建設課を集約し、活力ある
地域発展を目指していく。窓口業務は
そのままでサービス低下にはならな
い。

●質問　企業誘致について。
●答弁　企業誘致は経済活
性化に即効性がある。市の地理的状況
などは厳しいが、地域の特性に合った
企業誘致を目指したい。今後も積極的
にトップセールスを行う。

●質問　東京オリンピックに関連する「ホ
ストタウン」への対応をどのように考
えているか。

●答弁　現段階では、特定の相手国を想
定していないので「ホストタウン」登録
に係る手続きには及んでいないもの
の、ボート競技および建設を進めてい
る総合アリーナとしもきた克雪ドーム
を核とする「スポーツスクエア」を活用
した事前キャンプ地誘致に取り組む。

※上記のほか「先行取得している旧田名
部駅線路敷地の利用計画について」 の
質問がありました。

佐賀 英生 議員工藤 祥子 議員大瀧 次男 議員

●質問　シティプロモーション推進課創設の狙い
と役割は。

●答弁　これからの自治体間競争を勝ち抜くた
め、シティプロモーションという新たな取り
組みにより、むつ市の知名度と好感度を高め、むつ市の魅力
を国内はもとより海外に発信することで、世界に開かれたむ
つ市の形成につなげるため創設する。あらゆる地域資源を見
つめ直し、価値を再構築し、ブランド化、高付加価値化をす
るのが役割で、むつ市を稼げる地域とすることを目的として
いる。より新しい戦略を構築し、イノベーションの核となる
よう努めていく。

※上記のほか「財政について」、「教育行政について」 の質問があ
りました。

中村 正志 議員

●質問　開湯 400 年の薬研温泉で、古畑旅館の業
務停止に続きホテルニュー薬研閉館検討の報道
がある。薬研温泉の今後の観光振興をどう考え
ているのか。

●答弁　下北全体を見据えた観光のあり方、方向性を考慮しつつ、
ニーズを十分分析し事業を進めていく考えである。

●質問　ホテル閉館となれば従業員 50 人以上が雇用の場を失い
地域がますます活力を失う。雇用確保に対策を講ずべきでは
ないか。

●答弁　運営主体である十和田観光電鉄が再就職等の斡旋をすべ
きものと考えている。

※上記のほか「行政運営について」、「貸切バス新運賃制度運用対
策について」、「原子力行政について」 の質問がありました。

目時 睦男 議員

● 質 問　地方創生につい
て。①子育て世代のサ
ポートとして子育てケアプランを作成
できないか。

●答弁　妊娠中から就学するまでの子
育てケアプランを子育てケアマネー
ジャーが中心となり作成し、市の制度
や支援メニューを基に相談に応じる制
度施策であり、先進事例を参考に照査
する。

●質問　②地方創生に必要な人材や企業
を逆指名できないか。

●答弁　地方創生に積極的に取り組む市
町村に対し、意欲と能力のある国家公
務員や大学研究者、民間人材を市町村
長の補佐役として派遣する地方創生人
材支援制度に応募している。

●質問　２月に市長は国へ
の要望に行きました。市
民からは「事故も収束していない、原発
事故の避難者が 10 万人もいるのに原子
力推進とは何を考えているんだ。避難
者に対し失礼ではないのか」などという
強い憤りの声が上がっています。原発
事故避難者の心情を考えれば、国へ原
子力推進の要望はするべきではありま
せん。要望は原子力推進の要望だった
のか。

●答弁　「安全確保を大前提として原子力
発電および核燃料サイクルの着実な推
進」、「建設工事や操業等の大幅な延期
が自治体の事業や地域経済に影響を及
ぼさない新たな財源対策の実施」など
４項目の要請を行った。

※上記のほか「ジオパークについて」、「財
政について」 の質問がありました。

東　健而 議員斉藤 孝昭 議員横垣 成年 議員

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。( 議員が作成した原稿により掲載しています。)3 月 4 日、7 日、8 日、９日の 4 日間で、14 人の議員が一般質問を行いました。

　むつ市議会では、平成 28年２月15日から17日の日程で、⑴下北半島縦貫道路の整備促進について、⑵海上自衛隊大湊基地港内等の浚渫
及び艦艇配備についての２項目について国への要望活動を行いました。
　15日は国土交通省東北地方整備局と防衛省東北防衛局、16日は青森県選出国会議員へ要望、国土交通省では津島淳国土交通大臣政務官
を訪問、下北地域住民の長年の強い願いである下北半島縦貫道路の整備促進について地域の実情を説明し、むつ～横浜間の未着手区間の新
規事業化について強く訴えてきました。
　また、防衛省では、江渡聡徳衆議院議員とともに黒江哲郎防衛事務次官を訪問、長年にわたり共
存共栄の関係にあり強い信頼関係を築いてきた自衛隊に対してのさらなる協力を約束し、海上自衛隊
大湊基地港内等の浚渫と艦艇配備について早期実現を図っていただくよう要望し、終了後は、武居智
久海上幕僚長を表敬訪問し、地元住民の強い期待と思いを伝えてまいりました。
　むつ市議会では、今後も、関係省庁等に対して働きかけを行い、要望事項の実現に向け取り組ん
でまいります。

国への要望活動を行いました　～浅利竹二郎議長を団長に各会派等からの代表 10 名の議員団を結成～

●質問　道路ストック総点検
事業の進捗状況について。

●答弁　平成 25 年度に、市道全線にお
いて事前調査を実施、平成 28 年度か
ら計画的に整備を進めていくこととし
ている。

●質問　路面下空洞調査を実施する予定
はあるか。

●答弁　次回点検時の平成 31 年度にお
いて、路面下空洞調査も含め最新の調
査方法を取り入れ検討していきたいと
考えている。

●質問　観光・防災Wi-Fi ステーション
整備事業について。

●答弁　今後、Wi-Fi の普及・利用状況な
どを踏まえ、整備の必要性および活用に
ついて研究していきたいと考えている。

※上記のほか「観光振興について」、「18 歳選
挙権導入について」 の質問がありました。

●質問　リサイクル燃料備蓄
センターの事業者の課題は。

●答弁　核燃料施設等に係る新規制基準に
基づき、全社一丸となって適合性審査の対
応に取り組み、徹底した安全確保と市民の
皆様の安心につながるよう情報の開示や説
明責任をしっかり果たして地域との信頼関
係の構築につとめていただきたい。

●質問　オフサイトセンターの現状と課題は。
●答弁　旧原子力安全・保安院がまとめた「オ
フサイトセンターの在り方に関する基本的
な考え方」に、原子力発電所以外の施設につ
いては示されておらず、現時点で着工時期
は不透明な状況である。当市としてもあら
ゆる場面を通じオフサイトセンターの早期
建設を国に働きかけ、市庁舎、むつ警察署
を含めた一体的な防災拠点を実現させたい。

※上記のほか「防衛施設周辺対策事業に
ついて」 の質問がありました。

●質問　燧岳周辺の地熱発
電の調査結果とエネル
ギーの活用方法および来年度以降の調
査計画は。

●答弁　地熱貯留層が存在する可能性の
ある箇所が判明。熱水を利用し、栽培
や養殖への活用や道路融雪への利用が
考えられる。来年度以降は平成 28 年
度は小赤川中流域で掘削調査を、平成
29 年度は蒸気の噴出試験を行う予定で
発電規模などを推定する。

●質問　低投票率対策として中央公民館、
来さまい館、むつ総合病院への期日前
投票所の増設と投票弱者対策として投
票所までの送迎バスの運行を考えよ。

●答弁　バスでの送迎や期日前投票所の
増設は、投票所の在り方や人員の確保、
経費のことも含めて今後研究してい
く。

菊池 光弘 議員山本 留義 議員石田 勝弘 議員

●質問　大湊高校川内校舎
存続の課題は。

●答弁　青森県立高等学校将来構想検討会議から県への
答申では１学年４学級以上を基本としているが、通学困
難な事情を抱える地域には一定の配慮を示している。

●質問　地元就職の人数と割合は。
●答弁　市全体の卒業生 625 名のうち地
元就職者は職業安定所の調査とそれ以
外も含め 231 名で 37％となっている。

●質問　卒業生の流出対策は。
●答弁　原子力関連企業誘致と第２種免状
取得講習会を開き就職促進対策を進める。

●質問　校舎が避難所に指定されている
が生徒の減少で存続が懸念されるが。

●答弁　存続することを期待する。
●質問　専門科設置の県への要望は。
●答弁　専門科への希望者が少ないこと
から要望は難しい。

※上記のほか「クラウドファンディングの利用促進について」 の質問がありました。
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有
す
る
と
認
め
る
者
と
は
、
県
で
行

な
っ
て
い
る
専
門
的
な
知
識
の
研
修
な
ど
一
定

期
間
の
研
修
を
終
え
た
者
と
し
て
い
る
。

 

・
議
案
第
８
号　

む
つ
市
特
定
用
途
制
限
地
域
内

に
お
け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る

条
例

Ｑ
住
宅
地
域
の
幹
線
道
路
沿
い
は
、
都
市
計
画
法

に
定
め
る
準
防
火
地
域
に
該
当
す
る
の
か
。

Ａ
準
防
火
地
域
に
は
該
当
し
な
い
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
田
名
部
ま
ち
な
か
団
地
用
地
取
得
後
の
現
況
に

つ
い
て

 

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
３
月
10
日
付
託
議
案
審
査

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
議
案
第
15
号
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
反
対
討

論
が
あ
っ
た
が
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
３
議
案
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
６
号　

む
つ
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
条
例

Ｑ
第
４
条
の
各
号
に
掲
げ
る
福
祉
関
係
団
体
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
団
体
を
指
す
の
か
。

Ａ
例
と
し
て
は
、
第
１
号
の
児
童
福
祉
関
係
団
体

で
は
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
、
第
４
号
の
健
康

福
祉
関
係
団
体
で
は
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
や
学
校
保
健
会
な
ど
、
第
５
号
の
社
会
福
祉

関
係
団
体
で
は
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な

ど
の
団
体
を
想
定
し
て
い
る
。

 

・
議
案
第
15
号　

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
医
療
給
付
に
関
す
る
部
分
は
引
き
下
げ
と
な
り
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
に
関
す
る
部

分
が
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
。

Ａ
医
療
給
付
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
、
受
診
率
の
低
下
に
よ
り
医

療
費
の
伸
び
率
が
縮
小
さ
れ
た
ほ
か
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
等
の
税
外
収
入
が
増
額
さ
れ
た
た

め
引
き
下
げ
に
な
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

介
護
納
付
金
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
た

り
の
負
担
額
が
増
え
て
い
る
た
め
引
き
上
げ
に

な
っ
た
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
む
つ
市
新
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

桜
の
便
り
も
聞
こ
え
、
む
つ
下
北
に
例
年
よ
り

早
い
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
３
月
定
例
会
は
平
成

28
年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
の
が「
市
民

の
声
」で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ニ
ー
ズ
の
本
質
を
的

確
に
把
握
し
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
は
、
議
会
に

と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し「
市
民

の
声
」と
言
っ
た
と
き
、
大
多
数
で
は
な
く
、
ご
く

一
部
の
時
も
間
々
あ
り
ま
す
。

　

全
体
最
適
と
部
分
最
適
。
機
械
な
ど
部
分
の
総

和
が
全
体
で
あ
る
も
の
は
、
部
分
最
適
の
累
積
が

全
体
最
適
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
社
会
で
は
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
最
適
化
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
何
を
目
的
に
す
る
か
」に
よ
っ
て
そ
の
答
え
は
変

わ
り
ま
す
。

　

意
志
決
定
に
当
た
り
、
部
分
的
に
不
利
益
を
被

る
人
た
ち
へ
の
配
慮
は
大
切
で
す
が
、
全
体
最
適

の
視
点
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒 035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　(0175-22-1111

【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　横垣成年　○副委員長　中村正志
　目時睦男、石田勝弘、菊池光弘
　佐賀英生、斉藤孝昭、濵田栄子

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１６．５

5 月の在宅当番医

問 病院案内（下北消防本部）☎ 23-3999

〈時間〉 午後 7 時〜 10 時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

1 日（日） 千 田 医 院 ☎ 22-2639

3 日（火） 中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク ☎ 24-3151

4 日（水） 角 田 整 形 外 科 医 院 ☎ 22-7945

5 日（木） 菊 池 医 院 ☎ 24-1276

8 日（日） 北村医院　むつレディスクリニック ☎ 22-2135

15 日（日） ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク ☎ 24-5557

22 日（日） 三 上 医 院 ☎ 22-1011

29 日（日） 中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク ☎ 22-2512

　妊婦さんや旦那さん同士で、おしゃべりしながら、体験中
心に楽しく勉強します。
　妊婦さんのみの参加や里帰りされている妊婦さんも大歓迎
です！
　日程・受付などは、お問い合わせいただくか市ホームペー
ジや「平成 28 年度健康づくりカレンダー」をご覧ください。
　みなさまのご参加、お待ちしています。

問 健康推進課保健担当　☎ 22-1111 内線 2577

5 月の献血受付日程

16 日（月）マルチステーションむつ
（タムラ石油 : 赤川町） 10：45 〜 13：00

健康マイレージ 100 ポイント

ハローベビー教室　５月開催
～夫婦・家族での参加大歓迎～

受けよう健（検）診・守ろう健康
～平成 28 年度申込み受付中～

　市では、毎年度、各種がん検診ならびにむつ市国民健康
保険が実施する特定健診・後期高齢者健診を実施していま
す。
　「体は特に何ともないから大丈夫！」という方、症状がな
い時こそ健（検）診が大事です。
　なぜなら、糖尿病をはじめとする生活習慣病は、自覚症
状がなく進行するからです。また、がんも自覚症状がない
早期に見つけることができれば、けっして怖い病気ではな
いからです。
　健康は一生の宝物です。自分の健康をチェックして安心
して生活するために、健（検）診を受けましょう。
　詳しくは、お問い合わせいただくか市ホームページや「平
成 28 年度健康づくりカレンダー」をご覧ください。

問 健康推進課保健担当
　☎ 22-1111 内線 2575

２０１６．５

健康マイレージ 100 ポイント

　市では、ご自身や家族、身近な人の相談について対応し
ています。
　体の健康、各種健診・検診について、こころの健康、育
児について等、何でも対応しています。

〈いつ〉月曜〜金曜日　午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分

問 健康推進課保健担当　☎ 22-1111 内線 2572

健康なんでも相談
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　東北電力グループでは、下北ジオパークを応援す
るため、社有車 90 台に下北ジオパーク構想を応援す
るステッカーを貼り、ＰＲすることになりました。
　この日は、東北電力むつ営業所相沢所長が宮下市長
とともに黄色い社有車の側面にステッカーを貼り、出
発式を行いました。
　今後、ステッカーを貼った車両が下北ジオパークを
応援しながら各地を走り回ります。
　ジオパーク認定の再申請の今年、みなさんでジオ
パークを盛り上げていきましょう。

下北ジオパークを盛り上げる
社有車９０台も応援

健康は 若いうちから 考えよう
 「健やか隊員」育成プログラム実施

3 月 10 日（木）　

3 月 16 日（水）

　「長寿の長野県と比べると、根っこの部分で負け
ている。それは健康教養を根が張るように拡げて
いくことだ」と語る弘前大学大学院中路重之教授率
いる「健やか力推進センター」の「健やか隊員」育成
プログラムをむつ市で実施しました。
　短命傾向は若いうちから始まっていることから、
今回受講したのは 48 名の現役世代。講義に測定
や運動などの実習、最後はワークショップで健康
ド真ん中の知識を学びました。得られた気づきや
使えるスキルを職場や地域やグループで活かして
いくことが期待されます。

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　4 月 6 日から 15 日までの春の全国交通安全運動にあわせ
て、交通安全宣言大会ならびに交通安全パレードが行われ
ました。
　交通安全宣言大会では、柳町ひまわり保育園の園児によ
る「道路への飛び出しは、絶対にしません。」という元気な宣
言が行われ、参加者全員と交通安全の約束を交わしました。
　また、パレードには園児の他、各団体総勢 200 名ほどが
参加し、沿道のみなさんやドライバーに交通安全を呼びか
けました。

　中央公民館は、受講生が講座の課題設定や講師の選
定など自主的に行う市民参加型の「むつ市民大学」、専
門的知識や技術の習得を図りながら指導者育成や自主
学習グループ育成を目指す「ゼミナール」、女性の視点
から地域の生活課題を考え、課題解決のために必要な
知識・教養・技術の習得を目指す「婦人学級」等、「自ら
学び、自ら運営する」を目標とした事業を継続し実践し
てきたことが評価され、文部科学大臣から、優良公民
館として表彰されました。

自ら学び　自ら運営
中央公民館  文部科学大臣表彰

交通安全のおやくそく
交通安全宣言大会・交通安全パレード

4 月 8 日（金）　

3 月 3 日（木）　

　青森県警察本部より講師をお招きし、見守り活動に
ついての講習会を開催しました。
　昨年１年間の青森県内の不審者の声かけ事案が、過
去５年間で最多となったことから、青森県警からは「素
早い通報が重要」「不審者の特徴や車の色やナンバー
をメモする」など、見守りのポイントについて説明があ
りました。
　声かけ事案は連れ去りなどの重大事件につながる可
能性もあることから、市内全域から参加された 150 名
の方は、講師の説明に熱心に耳を傾けていました。

子どもたちを守るために
子どもの見守り安全講習会

3 月 3 日（木）　

２０１６．５ ２０１６．５

　平成27年度優良少年消防クラブ表彰において、
特に優良な少年消防クラブとして総務大臣賞を受
賞した小目名ひばの子森林警備隊の 10 名を代表して、
隊員の北上真

ま な

愛さん（右：大畑中２年）と岩井ほの
かさん（左：同２年）が、宮下市長へ受賞の報告をしま
した。
　ふたりは防火を呼び掛けるチラシの配布など日
頃の活動を紹介し、宮下市長から「勉強や部活がある
中で、このような活動を担ってくれることはとても
嬉しく思います。」と感謝の言葉をいただきました。

総務大臣賞受賞
小目名ひばの子森林警備隊

4 月 4 日（月）

information健康陸奥覧 議会 図書館国際交流消費生活 特集
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+
    info@

city.m
utsu.lg

.jp

　
:
     http://w

w
w
.city.m

utsu.lg
.jp

　
　
     https://w

w
w
.fa
ceb
ook.com

/m
utsu.city

 ●
   編
集
・
発
行
 む
つ
市
総
務
政
策
部
政
策
推
進
課
広
報
室
   (
  0175-22-1111

　
  〒
035-8686  青

森
県
む
つ
市
中
央
一
丁
目
8
番
１
号

　

全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
主
催
す

る
第
55
回
全
国
青
年
農
業
者
会
議
（
3
月
8
日
～
9

日
・
東
京
都
）の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
部
門
の
畜
産

部
門
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
関
根
地
区
の
水
川
目
で
肉
用
牛
の
繁
殖

農
家
を
営
む
千
葉
晋
さ
ん
。
昨
年
6
月
の
広
報
む

つ
、「
特
集 

農
業
は
か
っ
こ
い
い
」で
は
、
つ
な
ぎ
姿

の
千
葉
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、こ
の
日
は
、ス
ー

ツ
姿
で
宮
下
市
長
へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
の
発
表
は
、「
牛
の
皮
膚
糸
状
菌
症
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」と
い
う
も
の
で
、
牛
の
皮
膚

病
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

千
葉
さ
ん
の
牧
場
で
も
こ
の
病
気
に
か
か
る
牛

が
多
く
、
市
場
価
格
を
下
げ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
消
毒
液
の
噴
霧
に
よ
る
治
療
や
発
生
の
抑

制
、
哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
発
症

は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皮
膚
病
の
発
症
抑
制
に
よ
り
子
牛
の
成

長
が
早
く
な
り
、
出
荷
ま
で
の
日
数
が
29
日
間
短

縮
さ
れ
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
子
牛
価
格
の
向
上
と
い

う
効
果
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

宮
下
市
長
へ
の
報
告
後
は
、
農
業
の
後
継
者
対

策
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
農
業
が
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
に
入
る
よ
う
に
、
か
っ

こ
い
い
姿
を
み
せ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

vol.2
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　連載

大人の部活

隔月連載

下北ＴＡＢＩあしすと vol.1

し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と本格

稼
働
！

　

昭
和
43
年
に
下
北
半
島
が
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
広
域
観
光
振
興
策
に
取
り
組
ん
で

き
た『
下
北
観
光
協
議
会
』で
す
が
、
旅
行
形
態
の
団

体
型
か
ら
個
人
型
へ
の
変
化
、
多
様
化
す
る
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
に
一
般
社

団
法
人
化
、
12
月
に
地
域
限
定
旅
行
業
の
登
録
を
完

了
さ
せ
、
下
北
半
島
へ
来
訪
す
る
方
々
へ
こ
れ
ま
で

以
上
に
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

下
北
半
島
６
市
町
村
の
魅
力
を
一
つ
に
ま
と
め
た

広
域
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ぐ
る
り
ん
し
も
き
た
」の

発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
地
域
内
観
光
関

連
情
報
の
提
供
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
情
報
発
信
事
業

が
中
心
で
し
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら
は
、
ぐ
る
り
ん

し
も
き
た
観
光
ル
ー

ト
バ
ス
を
核
に
旅
行

商
品
の
企
画
・
販
売
、

Ｊ
Ｒ
下
北
駅
前
広
場

内
に
あ
る
観
光
案
内

所
の
運
営
も
実
施

し
、『
下
北
地
域
に
お

け
る
観
光
振
興
の
舵

取
り
役
』と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問 

一
般
社
団
法
人
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
あ
し
す
と

☎
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こ
の
人 

 
む
っ
ち
ゅ
星

　
　
　

美
付
フ
ァ
ー
ム 

千
葉  

晋す
す
む 

さ
ん


